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１．2010年度の研究：マスコミ報道の表現と表記に関する調査研究
この研究の目的は、マスコミ報道で使われていることばを調査することに
よって、日本語における問題点を探ることにある。マスコミで使われること
ばは、一面では一般の日本語の姿を映すと同時に、また、一般に対する影響
力も大きい。マスコミにおける言語使用の実態を調査研究することによって、
日本語の現状を考える基礎データを得ようとするものである。
今年度は、小学校の「課題図書」を対象とし、使用されている漢字につい
て調査した。その結果については、LCりぽーと₃₂号で「課題図書の漢字」
というタイトルで報告した。
２．2010年度の刊行物等
⑴　言語文化研究所年報第₂₁号
前年度（₂₀₀₉年度）における研究成果の報告として、以下の論文を掲載し
て刊行した。
佐竹秀雄・岸本千秋：「現代のことばから見えてくるもの２」
設樂　馨：「紅白歌合戦にみる₃₀年間の文字テロップ
　　　　　　－₁₉₆₀年代から₁₉₈₀年代－」
⑵　研究レポート（LCりぽーと）₃₁号・₃₂号
₂₀₁₀年度に行った研究会、セミナーなどのイベントについての報告と、小
学校の課題図書の漢字についての調査結果とを報告した。各号のタイトルと
内容は次の通り。
第₃₁号：老若男女のケータイメール
ケータイメールの使用実態・使用意識を探るべく、「ことばのサロン」と「言
語文化セミナー」を開催し、また、アンケート調査を行った。
「サロン」では、LC倶楽部会員からの経験談を聞きながら、自由な話し
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合いの場を設けることができた。「セミナー」では、ケータイメール研究の
第一人者である三宅和子氏をお招きし、大学生のケータイメールについてお
話を伺った。アンケート調査では、年代差、男女差が浮かび上がると同時に、
ケータイメールに対する中高年層の本音が垣間見える結果となった。
第₃₂号：課題図書の漢字
小学生３、４年生向けの課題図書に使用されているすべての漢字につ
いて調べた。ねらいは、子供たちにふさわしい文章に使用されている漢
字と小学生が学習する配当漢字とが、対応しているかズレているかを見
ることである。調査の結果、予想通り、少なからぬズレが認められた。
₂₀₁₀年₁₁月₃₀日には、新常用漢字表の内閣告示がなされたが、学習漢
字の配当についての動きは、今のところない。常用漢字を₂₀₀字近く増
やして、学習漢字に手をつけないというのは、問題があると言えよう。
学習漢字についてもきちんと見直しをするべきだ、というのが当研究所
の主張である。
３．言語文化セミナーの開催
₂₀₁₀年₁₀月₂₉日（金）、午後２：₄₀～４：₁₀、LⅠ－₈₀₃教室で開催した。
講師は三宅和子氏（東洋大学文学部教授）で、「ケータイメール－ハイブリッ
ドなことばたち－」というテーマでお話しいただいた。
ケータイメールは、今や若者だけでなく高齢者も必要とするコミュニケー
ションツールであり、新聞、テレビ、雑誌でも、その新しい使用実態などが
しばしば取り上げられる。特に若者のケータイメールには絵文字や記号がち
りばめられ、オトナからは不思議な使い方に見えるが、実は、それも伝統的
な情報伝達法の一つの変形にすぎないという見方がある。
三宅氏は、ケータイメール研究の第一人者であり、大学生が書いたケータ
イメールを実際に収集・分析されている。まず、若者が実際にどのようなメー
ルをやり取りしているのか、その表現や表記の紹介があった。若者のメール
に絵文字や顔文字、記号など、規範から逸脱した文字が多用されているのは、
規範をはずすことにあくなき情熱をもち、それによって自己主張をするとと
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もに、仲間と何かを共有したがっているからだと指摘された。
また、女子大学生同士でやり取りされた実際のメールの解説では、相手の
内容に対して応答があったりあいづちが打たれたりと、まるで対面の会話を
しているような速さとリズムがあるとの分析であった。このように、若者の
メールは、書きことばでありながら「メール会話」であり、書きことばの常
識を破っている、さらには、話しことばをも超えているとして「超言文一致
体」と名づけられた。
４．「ことばのサロン」開催
第２回「ことばのサロン」
₂₀₁₀年７月₁₅日（木）午後１時₃₀分～３時₃₀分
テーマ：「ケータイメールの日本語表現」
参加者：₁₇名。
初めに、所長の佐竹から、「日本人は作文に苦手意識をもっている人が多
いはずなのに、ケータイメールを使っている人は非常に多い。ケータイメー
ルの登場によって、日本人の「書く」生活は一変した」という、日本人の書
く生活とケータイメールとを絡めた話や、また、「ケータイメールというと
若い世代が話題にのぼりやすいが、今や年代を問わずケータイメールは使わ
れている。世代によって、その使われ方や使う意識は違うはずだ」といった、
世代間の違いについて、話題の提供があった。
₁₇名の出席者は、₂₀代の女子大生から₈₈歳の元大学教師まで、文字通り老
若男女で、まずは、出席者一人ずつ、自己紹介も兼ねて「ケータイとのかか
わり」について話してもらった。
ケータイがあって当たり前という大学生と違い、年配の LC倶楽部会員か
らは、どちらかと言えばケータイメールは苦手だという意見が出た。「相手
との気持ちのすれ違いが起こるから苦手。子どもとのやり取り以外には使わ
ない」というものや、「時間をかけて、文面を考えに考えて打つが、結局、
納得がいかない文章になってしまう」という意見である。
反対に、「誘いや依頼を断るときは、ケータイメールだと気楽にできる。
とても便利だ」、「待ち合わせなどにとても便利。ケータイを持っていなかっ
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た時代は一体どうしていたんだろうと不思議に思う」というケータイの便利
さを良しとする意見もあった。
５．「メディアとことば研究会」テレビ会議・スカイプ
この研究会は、₂₀₀₃年３月に発足し、年４回の研究会を行っている。その
うちの２回は、関東会場の東洋大学と関西会場の本学とを結んで行っている。
₂₀₁₀年度は、次の４回を予定し３回を開催した。
第₂₉回₂₀₁₀年６月₂₆日（土）（テレビ会議）
第₃₀回₂₀₁₀年９月３日（金）
第₃₁回₂₀₁₀年₁₂月₁₈日（土）（スカイプ）
第₃₂回₂₀₁₁年３月₁₈日（金）（東日本大震災の影響により中止）
テレビ会議・スカイプ利用の会場は、次の通りである。
第₂₉回〈東京会場〉東洋大学白山キャンパス　ナレッジスクエア
　　　 〈関西会場〉武庫川女子大学中央キャンパス　MM︲₁₀₈
第₃₁回〈東京会場〉東洋大学白山キャンパス　５号館１階　₅₁₀₁教室
　　　 〈関西会場〉武庫川女子大学中央キャンパス　言語文化研究所
６．事務報告
⑴　組織
所　長：佐竹　秀雄（文学部日本語日本文学科教授）
助　手：岸本　千秋（言語文化研究所非常勤助手）
⑵　その他
この年報では、本研究所員である佐竹の論文以外に、藤原梨恵氏の論文を
掲載した。藤原氏は武庫川女子大学文学部日本語日本文学科を₂₀₁₀年度に卒
業しており、掲載論文は、その卒業論文をもとに一部改稿したものである。
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課題図書にみる教育漢字
佐　竹　秀　雄
１．はじめに
第二次世界大戦後の₁₉₄₈年₁₁月「当用漢字表」が告示され、₁₉₄₈年２月に
は「当用漢字別表」が告示された。「当用漢字表」は戦後の国字改革のスター
トを切るものであり、将来の漢字廃止を目指しての制限色の強いものであっ
た。「当用漢字別表」は、小学校で学ぶ漢字の範囲を制定したもので、「当用
漢字表」に含まれる₁₈₅₀字のうちの₈₈₁字が選ばれた。この₈₈₁字の漢字は一
般に教育漢字と呼ばれ、学年別の配当も定められていた。
その後₁₉₆₈年に₁₁₅字が追加され、₉₉₆字となった。しかし、正式な教育漢
字として扱われなかったため、₉₉₆字を教育漢字と区別する意味で学習漢字
と呼ばれることがあった。₁₉₇₇年には₉₉₆字が正式に教育漢字となり、同時
に配当学年も変更された。さらに、₁₉₈₉年には₁₀字が削除され、₂₀字が追加
された結果、教育漢字は₁₀₀₆字となった。このとき、配当学年の変更も行わ
れている。
現在は、この₁₀₀₆字の教育漢字が、学年別配当漢字表に基づいて小学校で
教えられている。国語の教科書も、この学年別配当漢字表に基づいて作られ
ている。ただし、教科書の中ですぐ上の学年の漢字を使用すること、および
その場合には振り仮名付きで使うことが容認されているという。
結局、小学校の教育漢字は、₆₀年以上前に制定されたものが中核となって
いて、最後に修正・追加されてからでも₂₀年以上が経過している。その一方
で、「当用漢字表」は₁₉₄₆年に定められて以降、₁₉₈₁年₁₀月に₉₅字が追加さ
れて「常用漢字表」に改められた。さらに、₂₀₁₀年₁₁月には、新たに₁₉₆字
が追加され、５字が削除されて、計₂，₁₃₆字の新しい「常用漢字表」が告示
されるという大きな変更が行われている。
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新しい「常用漢字表」の告示には、IT 機器の進歩、普及によって、一般
の人が使える漢字が増加したという背景がある。IT 機器の影響力は小学生
には一見少ないようには思えるが、全く影響がないとは言えないし、それ以
前に、子供を取り巻く環境の変化は、この半世紀にはめまぐるしいものがあ
る。生活のありよう一つを考えても、家庭電化、欧米化、核家族化などによっ
て、₆₀年前とは大きく変わってきている。子供が情報として得られるものは、
昔より格段に増加している。
そこで、現在の子供にとっての漢字環境はどのようなものなのか、現在の
教育漢字は子供の世界で妥当なものなのかを検証してみたい。とは言え、漢
字がかかわる子供の世界すべてをとらえることは困難である。ここでは、ま
ず、漢字が直接かかわる読書の世界における漢字環境を調査対象として検証
する。読書と一口に言っても広いので、ここでは学校教育と密接な関係にあ
る読書のための課題図書を取り上げる。課題図書は、教育関係者によって推
奨されるものであり、漢字環境を調査するにはふさわしいと言えよう。
２．調査目的と調査方法
まず、課題図書として指定された作品について、次の３点を調査する。
⑴　どのような漢字が使用されているか。
⑵　使用されている学習漢字は何年生に配当されているか。
⑶　教育漢字以外の使用漢字とは、どのようなものか。
調査対象として取り上げた課題図書は、₂₀₀₉年第₅₅回青少年読書感想文全
国コンクール課題図書（小学校中学年の部）の４冊で、次の通りである。な
お、小学校中学年とは、小学３・４年生を指す。
Ａ　竹下文子『そいつの名前はエメラルド』（金の星社）
Ｂ　メアリー・ラバット『しあわせの子犬たち』（若林千鶴訳、文研出版）
Ｃ　高森千穂『風をおいかけて、海へ！』（国土社）
Ｄ　黒鳥英俊『オランウータンのジプシー』（ポプラ社）
このうち、ＡからＣは小説で、Ｄはノンフィクションである。
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３．調査結果
３．１．使用漢字の数
使用されていた漢字の数は、次の通りであった。作品名は前ページの記号
で略して示す。
表１　使用漢字の数
異なり 延べ 漢字含有率
Ａ ₃₇₃  ₂，₅₃₈ 　 ₈．₀％
Ｂ ₄₁₉  ₂，₇₀₀ 　₁₂．₉　
Ｃ ₄₂₀  ₃，₂₄₄ 　₁₃．₄　
Ｄ ₆₂₇  ₆，₂₄₃ 　₁₆．₂　
全体 ₈₅₅ ₁₄，₇₂₅ 　₁₂．₈　
Ａ～Ｃに比べて、Ｄは漢字含有率がやや高いし、漢字の数も多い。これは、
Ｄがノンフィクションで、他の三つの小説に比べて、述べられていることが
らの種類が多いことによるものと考えられる。つまり、ノンフィクションは
小説よりも内容が変化したり説明の語が複雑であったりすることが多く、そ
の結果、使われる漢字の種類も量も多くなりやすい。
次に、それぞれの作品の漢字が、どのような学年配当の漢字でまかなわれ
ているかを調べた。
まず、異なりで見ると、次の表２のようになる。最下段の比率は４作品に
おける異なり数₈₅₅に対する割合である。
表２　使用漢字の配当学年（異なり）
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 その他
Ａ ₆₄ ₁₁₃  ₈₁  ₅₁  ₂₂ ₂₂  ₂₀
Ｂ ₅₄ ₁₀₀ ₁₀₂  ₆₁  ₂₂ ₃₉  ₄₁
Ｃ ₆₇ ₁₁₄  ₉₆  ₅₀  ₃₃ ₂₆  ₃₄
Ｄ ₆₇ ₁₂₆ ₁₄₄ ₁₁₅  ₇₈ ₅₁  ₄₆
全体
₇₇ ₁₅₂ ₁₇₃ ₁₄₀ ₁₀₅ ₈₆ ₁₂₂
₉．₀% ₁₇．₈% ₂₀．₂% ₁₆．₄% ₁₂．₃% ₁₀．₁% ₁₄．₃%
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これを見る限り、課題図書の漢字は、教科書と違って、配当学年に縛られ
ていないことが確認できる。しかし、だからと言って、むやみに難しい漢字
が使われているわけでもなさそうである。小学校中学年を対象とするのにふ
さわしく、２～４年生に配当される漢字が多く使われている。１年生配当漢
字を含めると、４年生までに学ぶ漢字が₆₀％を超えている。
しかし、その一方で、５、６年生の配当漢字が₂₂％強、中学校以上で学ぶ
漢字である「その他」が約₁₄％を占めている。異なりの世界では、小学校３、
４年生にとっては、３分の１以上の漢字が習っていない漢字ということにな
るのである。
次に、延べで見ると、使用漢字は次の表３のようになる。最下段の比率は
４作品における延べ数₁₄，₇₂₅に対する割合である。
表３　使用漢字の配当学年（延べ）
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 その他
Ａ   ₉₂₈   ₉₉₂   ₃₃₁   ₁₂₈   ₅₅   ₄₀   ₆₄
Ｂ ₁，₀₁₇   ₇₄₃   ₄₁₀   ₂₄₄   ₃₅  ₁₂₈  ₁₂₃
Ｃ ₁，₂₀₇   ₈₆₃   ₄₅₄   ₁₁₈   ₇₁  ₂₃₁  ₃₀₀
Ｄ ₁，₆₀₉ ₁，₉₄₆ ₁，₄₆₅   ₅₈₂  ₃₃₃  ₁₃₁  ₁₇₇
全体
₄，₇₆₁ ₄，₅₄₄ ₂，₆₆₀ ₁，₀₇₂  ₄₉₄  ₅₃₀  ₆₆₄
₃₂．₃% ₃₀．₉% ₁₈．₁% ₇．₃% ₃．₄% ₃．₆% ₄．₅%
小学校中学年対象の課題図書だけあって、それまでに学んでいる１、２年
生の漢字が多く、両者で₆₀％を超えている。３、４年生の子供が課題図書を
開いたとき、目に入ってくる漢字の₆₀％以上がすでに習っている漢字という
ことになる。４年生までの漢字なら₉₀％近くを占めることになり、延べで見
ると、学年別配当漢字表は妥当なようにも思われる。
３．２．学年別配当漢字表から見た使用漢字
次に、課題図書に現れた漢字が、学年別配当漢字表のうちのどの程度使わ
れているかという観点から眺めてみる。学年別配当漢字表によれば、各学年
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の配当漢字の数は次の通りである。
第１学年： ₈₀字
第２学年：₁₆₀字
第３学年：₂₀₀字
第４学年：₂₀₀字
第５学年：₁₈₅字
第６学年：₁₈₁字
これらに対して、４作品を通して出現した使用漢字の比率は、次の表５の
ようになる。
表４　使用漢字の配当学年（異なり）
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
４作品
₇₇ ₁₅₂ ₁₇₃ ₁₄₀ ₁₀₅ ₈₆ 
₉₆．₃% ₉₅．₀% ₈₆．₅% ₇₀．₀% ₄₇．₅% ₁₂．₂%
１年生では、４作品すべてを読むと配当漢字₈₀字のうち₇₇字と出あうこと
になる。当然のことながら、１、２年生で習う基本的な漢字はほぼ出現して
いるが、５、６年の配当漢字になるとその出現率は低くなっている。
では、課題図書４作品を読んでも出あえなかった漢字にはどのようなもの
があるのだろうか。それを示したものが次である。
　１年　貝 村 田（３字）
　２年　汽 弓 矢 姉 寺 刀 麦 里（８字）
　３年　委 泳 央 漢 宮 君 血 庫 湖 祭 詩 拾 昭 章 申 神 炭 柱 丁 
　　　　等 童 筆 福 有 洋 旅 和（₂₇字）
　４年　衣 塩 億 貨 害 各 官 管 紀 旗 給 挙 漁 鏡 競 極 軍 郡 航 
　　　　昨 刷 参 氏 司 史 児 治 辞 祝 唱 賞 臣 席 浅 争 隊 貯 兆 
　　　　腸 停 徒 灯 堂 敗 梅 費 票 標 府 副 兵 辺 便 牧 脈 民 浴 
　　　　令 例 歴（₆₀字）
　５年　圧 永 衛 易 益 液 可 価 河 過 賀 解 額 刊 眼 基 義 久 旧 
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　　　　均 句 券 減 厚 耕 鉱 講 妻 酸 志 資 識 授 修 述 術 序 承 
　　　　招 条 常 織 制 政 勢 精 税 銭 祖 総 測 属 率 損 築 程 敵 
　　　　統 銅 導 徳 判 版 比 肥 非 俵 評 貧 婦 富 武 仏 墓 貿 余 
　　　　預 略 留 領（₈₀字）
　６年　異 遺 域 延 沿 我 拡 革 閣 株 机 郷 勤 筋 系 敬 絹 憲 源 
　　　　厳 誤 后 孝 皇 紅 鋼 穀 済 裁 策 蚕 至 私 視 詞 磁 収 宗 
　　　　就 衆 従 縦 縮 熟 純 処 諸 除 障 仁 垂 推 寸 聖 誠 染 洗 
　　　　泉 善 創 層 操 蔵 尊 値 忠 著 庁 頂 潮 賃 痛 党 討 糖 届 
　　　　難 拝 肺 俳 班 否 批 奮 陛 訪 幕 盟 訳 郵 翌 覧 律 朗 論
　　　　（₉₅字）
例えば、１年の配当漢字なら、「貝・村・田」の３字が、課題図書の４作
品すべてを読んでも出あうことのないものである。漢字が出現するかどうか
は、その文章の内容、この場合なら、その作品の内容にかかわる。「貝」「村」
「田」という語がかかわらない内容であれば、当然、これらの漢字も出現す
ることはない。逆に言えば、これらの漢字が出現しないということは、作品
の世界が、これらの漢字が出現するような内容ではないということである。
さらに言えば、課題図書で扱われる世界は、これらの漢字がかかわらない世
界だったということである。
このことを踏まえて、上の出現しなかった漢字を改めてながめてみよう。
すると、１年配当の「村」「田」、２年配当の「麦」「里」「寺」、３年配当の「宮」
「祭」「神」からは、“田園風景”や“村社会や山里の様子”が連想される。
これらの漢字が使われないのは、課題図書には、そうした牧歌的な背景をもっ
た作品がないということを意味する。また、２年配当の「汽」「弓」「矢」「刀」
や３年配当の「炭」「柱」「筆」などは、やや古い時代設定の作品であれば出
現しそうな漢字である。これらの漢字が出現しなかったことは、そのような
内容の作品がなかったということである。
課題図書の世界は、現代の生活を踏まえて描かれており、かつての暮らし
に大きくかかわっていたような語が出現する余地がないのだと思われる。も
ちろん、ある１年だけの課題図書によって、このようなことを断言すること
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は許されないが、それほど的外れだとは思えない。最初に述べたように、現
代の子供を取り巻く環境は₆₀年前とはすっかり変わっているのであり、これ
らの漢字からイメージされる、いわゆる古きよき日本、あるいは古めかしい
イメージの作品はお呼びではないということであろう。
３．３．教育漢字以外の漢字
教育漢字で使われなかった漢字がある一方で、教育漢字以外で使われてい
る漢字もある。教育漢字以外の漢字は、₁₀₀₆字以外の旧常用漢字（以下、教
育外漢字と呼ぶ）と₂₀₁₀年に新たに追加された常用漢字（以下、追加漢字と
呼ぶ）、常用漢字以外の漢字（以下、表外漢字と呼ぶ）に分けられる。４作
品を合わせて、それぞれの数を示すと次のようになる。
表５　教育漢字以外の漢字
異なり 延べ
教育外漢字 ₁₁₄ ₆₅₀
追加漢字 ５ ８
表外漢字 ３ ６
まず、教育外漢字₁₁₄字を度数順に挙げると、次のようになる。
漢字 度数 作品数 漢字 度数 作品数 漢字 度数 作品数
拓 194 １ 涙 ７ １ 違 ３ １
摩 39 １ 緒 ６ １ 隠 ３ １
匹 20 １ 床 ６ ２ 越 ３ １
猿 19 １ 離 ６ ２ 汗 ３ １
恐 18 １ 介 ５ ２ 環 ３ １
竜 18 １ 肩 ５ ２ 鑑 ３ １
江 16 １ 崎 ５ １ 奇 ３ ２
歳 14 ３ 紹 ５ ２ 距 ３ １
抱 14 １ 房 ５ ２ 寿 ３ １
腕 13 １ 膜 ５ １ 娠 ３ １
施 10 １ 押 ４ １ 寝 ３ １
P05-32.indd   11 2011/12/28   14:44:44
－12－
漢字 度数 作品数 漢字 度数 作品数 漢字 度数 作品数
浜 10 １ 丘 ４ ３ 脱 ３ １
麻 10 １ 昆 ４ １ 妊 ３ １
筒 ９ ２ 酔 ４ １ 髪 ３ ２
玄 ８ ２ 沢 ４ １ 敷 ３ １
袋 ８ ２ 徴 ４ １ 齢 ３ １
眠 ８ ２ 挑 ４ １
込 ７ １ 突 ４ ２
以下、
　度数２：架 輝 巨 緊 芝 煮 瞬 粧 炊 賊 駐 塚 盗 販 疲 姫 幅 絡
　度数１：井 援 奥 沖 華 菓 雅 悔 甘 況 恵 甲 腰 婚 刺 湿 斜 汁
　　　　　獣 俊 冗 審 慎 振 吹 跡 騒 贈 沈 呈 堤 徹 渡 倒 猫 迫
　　　　　抜 彼 穂 冒 魔 滅 猛 躍
ここで、作品数というのは、全４作品のうちのいくつに出てきたかを示し
ている。作品数が多いということは、作品内容にかかわらずに出現する可能
性が高いことを意味する。
上位の「拓・摩・江」は、作品の主人公の名前「拓人」、地名の「多摩」「江
の島」などの固有名詞によるものである。「匹・猿・恐・竜」は作品の内容
にかかわるものであるが、「歳」は言うまでもなく年齢表示に使われる漢字
であり、３作品に出現している。その他、３作品に出現するのは「丘」で、
２作品に出現しているものには「筒・玄・袋・眠・床・離・介・肩・紹・
房・突・奇・髪・巨・絡」がある。このうち、「眠・床・肩・髪」などは、
小学生の日常生活に密着していると推測できるものと言えよう。
出現した追加漢字５字は、岡、葛、鎌、璧、藤であり、表外漢字３字は伊、
函、湘である。いずれも出現したのは１作品にのみであった。これらは「完
璧」という語で使用された「璧」以外は、「静岡・葛西・鎌倉・藤沢・伊豆・
湘南」という固有名詞のために出現しているものであった。
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４．おわりに
以上、見てきた限りでは、常用漢字表以外のものと追加漢字は、固有名詞
に関連するものがほとんどであった。その点はそれほど問題がないように思
える。しかし、旧来の常用漢字については、かなりのものが課題図書に出現
しているようである。つまり、小学校で学ばないが中学校で学ぶ漢字のうち、
小学３、４年生の段階の課題図書に出てくるものが少なからずあるというこ
とである。また、学年別配当漢字として学習しても課題図書に出現しない漢
字もある。それらは、昔は基礎的な漢字として学び、日常的に使用していた
漢字であったのに、現在の生活環境では使用されなくなったような漢字で
あった。
₂₀₁₀年₁₁月には、新しい常用漢字表が告示された。しかし、教育漢字につ
いては、₁₉₈₉年以後、見直しがなされていない。₁₉₈₉年の見直しも決して抜
本的なものではなかった。将来の漢字文化を担っていく小学生たちに、小学
校でどのような漢字を学習させるかを決定するのは、非常に重要な施策であ
ろう。今、教育漢字の配当についての根本的な見直しが必要な時期に来てい
るのだと考えられる。
以下、次ページ以降に今回の調査で得られた「度数順漢字表（作品別）」「度
数順漢字表（４作品全体）」と、「度数順語彙表（４作品全体）」を資料とし
て掲げておく。いずれの表においても、度数の低い漢字・語は省略している。
なお、４作品の語彙総数は
　異なり語数　 ₄，₅₆₅
　延べ語数　　₂₉，₃₆₂
であった。
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５．資料
５．１　度数順漢字表（作品別）　　学年欄の「常」は教育漢字外の旧常用漢字
漢字 学年 度数 漢字 学年 度数 漢字 学年 度数 漢字 学年 度数
見 １ ₁₀₂ 子 １ ₁₉₁ 人 １ ₂₃₂ 動 ３ ₁₇₀
父 ２ ₈₁ 犬 １ ₁₃₁ 一 １ ₂₀₁ 物 ３ ₁₅₈
母 ２ ₆₃ 出 １ ₇₂ 拓 常 ₁₉₄ 一 １ ₁₂₆
色 ２ ₆₁ 見 １ ₆₃ 樹 ６ ₁₈₇ 見 １ ₁₁₇
気 １ ₅₉ 人 １ ₄₄ 見 １ ₈₁ 園 ２ ₁₀₂
大 １ ₅₇ 生 １ ₃₈ 道 ２ ₇₀ 日 １ ₈₉
食 ２ ₄₈ 中 １ ₃₈ 手 １ ₆₁ 生 １ ₈₃
手 １ ₄₆ 箱 ３ ₃₆ 車 １ ₅₆ 間 ２ ₈₁
思 ２ ₄₅ 家 ２ ₃₅ 路 ３ ₄₄ 二 １ ₇₅
小 １ ₄₂ 産 ４ ₃₄ 線 ２ ₄₀ 出 １ ₇₃
目 １ ₄₂ 上 １ ₃₂ 顔 ２ ₃₇ 気 １ ₆₉
店 ２ ₄₁ 一 １ ₃₀ 時 ２ ₃₅ 人 １ ₆₆
一 １ ₃₉ 自 ２ ₃₀ 水 １ ₃₅ 心 ２ ₆₅
前 ２ ₃₇ 分 ２ ₃₀ 電 ２ ₃₅ 年 １ ₆₅
日 １ ₃₃ 話 ２ ₃₀ 駅 ３ ₃₄ 行 ２ ₆₄
行 ２ ₃₂ 大 １ ₂₉ 川 １ ₃₂ 地 ２ ₅₇
声 ２ ₃₂ 声 ２ ₂₇ 行 ２ ₃₁ 思 ２ ₅₆
屋 ３ ₃₁ 日 １ ₂₆ 海 ２ ₃₀ 上 １ ₅₄
中 １ ₂₉ 乳 ６ ₂₄ 自 ２ ₃₀ 頭 ２ ₅₄
物 ３ ₂₉ 目 １ ₂₄ 上 １ ₂₉ 大 １ ₅₃
買 ２ ₂₇ 気 １ ₂₃ 前 ２ ₂₈ 入 １ ₅₂
火 １ ₂₅ 入 １ ₂₃ 気 １ ₂₇ 飛 ４ ₅₂
子 １ ₂₅ 思 ２ ₂₀ 大 １ ₂₇ 木 １ ₅₁
口 １ ₂₄ 匹 常 ₂₀ 男 １ ₂₇ 今 ２ ₅₀
人 １ ₂₄ 愛 ４ ₁₉ 分 ２ ₂₆ 子 １ ₄₉
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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漢字 学年 度数 漢字 学年 度数 漢字 学年 度数 漢字 学年 度数
顔 ２ ₂₃ 場 ２ ₁₉ 写 ３ ₂₅ 飼 ５ ₄₉
鳥 ２ ₂₂ 待 ３ ₁₉ 真 ３ ₂₅ 部 ３ ₄₉
元 ２ ₂₁ 父 ２ ₁₉ 雨 １ ₂₄ 多 ２ ₄₈
本 １ ₂₀ 小 １ ₁₈ 家 ２ ₂₄ 来 ２ ₄₈
話 ２ ₂₀ 夜 ２ ₁₈ 十 １ ₂₄ 新 ２ ₄₇
三 １ ₁₉ 手 １ ₁₇ 転 ３ ₂₃ 屋 ３ ₄₆
出 １ ₁₉ 族 ３ ₁₇ 中 １ ₂₂ 場 ２ ₄₆
恐 常 ₁₈ 色 ２ ₁₆ 飲 ３ ₂₁ 舎 ５ ₄₅
竜 常 ₁₈ 食 ２ ₁₆ 歩 ２ ₂₀ 分 ２ ₄₄
飼 ５ ₁₇ 聞 ２ ₁₆ 間 ２ ₁₉ 五 １ ₄₁
頭 ２ ₁₇ 間 ２ ₁₅ 横 ３ ₁₈ 持 ３ ₄₁
空 １ ₁₆ 女 １ ₁₅ 買 ２ ₁₈ 育 ３ ₄₀
花 １ ₁₅ 下 １ ₁₄ 音 １ ₁₆ 公 ２ ₄₀
金 １ ₁₅ 母 ２ ₁₄ 五 １ ₁₆ 本 １ ₄₀
水 １ ₁₅ 抱 常 ₁₄ 江 常 ₁₆ 野 ２ ₄₀
生 １ ₁₅ 用 ２ ₁₄ 声 ２ ₁₅ 中 １ ₃₉
足 １ ₁₅ 立 １ ₁₄ 二 １ ₁₅ 摩 常 ₃₉
光 ２ ₁₄ 外 ２ ₁₃ 目 １ ₁₅ 前 ２ ₃₈
指 ３ ₁₄ 今 ２ ₁₃ 帰 ２ ₁₄ 高 ２ ₃₇
消 ３ ₁₄ 時 ２ ₁₃ 口 １ ₁₄ 方 ２ ₃₇
上 １ ₁₄ 心 ２ ₁₃ 食 ２ ₁₄ 三 １ ₃₆
心 ２ ₁₄ 切 ２ ₁₃ 頭 ２ ₁₄ 事 ３ ₃₄
音 １ ₁₃ 電 ２ ₁₃ 日 １ ₁₄ 自 ２ ₃₄
首 ２ ₁₃ 農 ３ ₁₃ 急 ３ ₁₃ 員 ３ ₃₃
知 ２ ₁₃ 白 １ ₁₃ 当 ２ ₁₃ 食 ２ ₃₃
帰 ２ ₁₂ 鼻 ３ ₁₃ 腕 常 ₁₃ 楽 ２ ₃₂
休 １ ₁₂ 部 ３ ₁₃ 右 １ ₁₂ 時 ２ ₃₁
度 ３ ₁₂ 屋 ３ ₁₂ 子 １ ₁₂ 親 ２ ₃₁
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漢字 学年 度数 漢字 学年 度数 漢字 学年 度数 漢字 学年 度数
名 １ ₁₂ 顔 ２ ₁₂ 小 １ ₁₂ 外 ２ ₃₀
間 ２ ₁₁ 車 １ ₁₂ 変 ４ ₁₂ 月 １ ₃₀
考 ２ ₁₁ 前 ２ ₁₂ 弁 ５ ₁₂ 使 ３ ₃₀
十 １ ₁₁ 同 ２ ₁₂ 質 ５ ₁₁ 類 ４ ₂₈
先 １ ₁₁ 飯 ４ ₁₂ 者 ３ ₁₁ 初 ４ ₂₇
歩 ２ ₁₁ 必 ４ ₁₂ 息 ３ ₁₁ 島 ３ ₂₇
立 １ ₁₁ 要 ４ ₁₂ 友 ２ ₁₁ 何 ２ ₂₆
右 １ ₁₀ 横 ３ ₁₁ 立 １ ₁₁ 近 ２ ₂₆
事 ３ ₁₀ 何 ２ ₁₁ 下 １ ₁₀ 森 １ ₂₆
二 １ ₁₀ 長 ２ ₁₁ 高 ２ ₁₀ 遊 ３ ₂₆
年 １ ₁₀ 年 １ ₁₁ 坂 ３ ₁₀ 九 １ ₂₅
箱 ３ ₁₀ 歩 ２ ₁₁ 桜 ５ ₁₀ 体 ２ ₂₅
安 ３ ９ 飲 ３ ₁₀ 先 １ ₁₀ 第 ３ ₂₅
灰 ６ ９ 音 １ ₁₀ 知 ２ ₁₀ 同 ２ ₂₅
月 １ ９ 口 １ ₁₀ 浜 常 ₁₀ 目 １ ₂₅
時 ２ ９ 合 ２ ₁₀ 流 ３ ₁₀ 作 ２ ₂₄
長 ２ ９ 黒 ２ ₁₀ 両 ３ ₁₀ 毎 ２ ₂₄
下 １ ８ 三 １ ₁₀ 関 ４ ９ 客 ３ ₂₃
会 ２ ８ 首 ２ ₁₀ 今 ２ ９ 後 ２ ₂₃
回 ２ ８ 静 ４ ₁₀ 思 ２ ９ 手 １ ₂₃
街 ４ ８ 足 １ ₁₀ 少 ２ ９ 安 ３ ₂₂
魚 ２ ８ 体 ２ ₁₀ 赤 １ ９ 好 ４ ₂₂
黒 ２ ８ 茶 ２ ₁₀ 風 ２ ９ 長 ２ ₂₂
菜 ４ ８ 鳴 ２ ₁₀ 方 ２ ９ 度 ３ ₂₂
商 ３ ８ 意 ３ ９ 面 ３ ９ 配 ３ ₂₂
星 ２ ８ 考 ２ ９ 力 １ ９ 最 ４ ₂₁
返 ３ ８ 次 ３ ９ 遠 ２ ８ 所 ３ ₂₁
方 ２ ８ 本 １ ９ 屋 ３ ８ 力 １ ₂₁
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漢字 学年 度数 漢字 学年 度数 漢字 学年 度数 漢字 学年 度数
夜 ２ ８ 開 ３ ８ 花 １ ８ 感 ３ ₂₀
野 ２ ８ 根 ３ ８ 休 １ ８ 赤 １ ₂₀
用 ２ ８ 事 ３ ８ 近 ２ ８ 登 ３ ₂₀
家 ２ ７ 持 ３ ８ 空 １ ８ 猿 常 ₁₉
泣 ４ ７ 走 ２ ８ 左 １ ８ 元 ２ ₁₉
近 ２ ７ 置 ４ ８ 石 １ ８ 考 ２ ₁₉
古 ２ ７ 度 ３ ８ 足 １ ８ 産 ４ ₁₉
死 ３ ７ 二 １ ８ 台 ２ ８ 聞 ２ ₁₉
信 ４ ７ 秘 ６ ８ 朝 ２ ８ 母 ２ ₁₉
世 ３ ７ 暮 ６ ８ 土 １ ８ 会 ２ ₁₈
青 １ ７ 密 ６ ８ 東 ２ ８ 水 １ ₁₈
草 １ ７ 明 ２ ８ 筒 常 ８ 箱 ３ ₁₈
待 ３ ７ 強 ２ ７ 遊 ３ ８ 放 ３ ₁₈
飛 ４ ７ 教 ２ ７ 会 ２ ７ 話 ２ ₁₈
分 ２ ７ 穴 ６ ７ 学 １ ７ 帰 ２ ₁₇
込 常 ７ 計 ２ ７ 小 １ ₁₇
新 ２ ７ 玄 常 ７ 孫 ４ ₁₇
巣 ４ ７ 三 １ ７ 四 １ ₁₆
道 ２ ７ 生 １ ７ 姿 ６ ₁₆
 美 ３ ７ 年 １ ７ 住 ３ ₁₆
 閉 ６ ７ 八 １ ７ 当 ２ ₁₆
 別 ４ ７ 半 ２ ７ 道 ２ ₁₆
 眠 常 ７ 冷 ４ ７
 毛 ２ ７
 涙 常 ７
 老 ４ ７
 六 １ ７
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－18－
５．２　度数順漢字表（４作品全体）学年欄の「常」は教育漢字外の旧常用漢字
順位  漢字 学年 度数
29 屋 ３ 97
29 心 ２ 97
31 自 ２ 96
31 母 ２ 96
33 年 １ 93
34 色 ２ 92
35 頭 ２ 91
36 小 １ 89
37 時 ２ 88
38 声 ２ 85
39 顔 ２ 84
40 家 ２ 80
41 入 １ 79
42 今 ２ 74
42 本 １ 74
42 話 ２ 74
45 水 １ 73
46 三 １ 72
46 車 １ 72
46 場 ２ 72
49 飼 ５ 66
50 部 ３ 65
51 箱 ３ 64
51 飛 ４ 64
53 地 ２ 61
54 五 １ 60
54 新 ２ 60
順位  漢字 学年 度数
54 木 １ 60
58 産 ４ 56
58 事 ３ 56
58 電 ２ 56
61 持 ３ 55
62 口 １ 54
63 高 ２ 52
63 路 ３ 52
65 多 ２ 51
65 野 ２ 51
67 音 １ 49
67 外 ２ 49
67 元 ２ 49
67 来 ２ 49
71 帰 ２ 48
71 歩 ２ 48
73 店 ２ 46
73 買 ２ 46
75 近 ２ 45
75 舎 ５ 45
75 川 １ 45
78 何 ２ 44
78 楽 ２ 44
78 長 ２ 44
78 同 ２ 44
78 立 １ 44
83 飲 ３ 43
順位  漢字 学年 度数
１ 一 １ 396
２ 人 １ 366
３ 見 １ 363
４ 子 １ 277
５ 拓 常 194
6 物 ３ 192
7 樹 6 187
8 動 ３ 180
9 気 １ 178
10 出 １ 170
11 大 １ 166
12 日 １ 162
13 手 １ 147
14 生 １ 143
15 犬 １ 135
16 思 ２ 130
17 上 １ 129
18 中 １ 128
19 行 ２ 127
20 間 ２ 126
21 前 ２ 115
22 食 ２ 111
23 二 １ 108
24 園 ２ 107
24 分 ２ 107
26 目 １ 106
27 父 ２ 101
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－19－
課題図書にみる教育漢字
順位  漢字 学年 度数
106 毎 ２ 35
113 後 ２ 34
113 初 ４ 34
113 切 ２ 34
113 配 ３ 34
117 感 ３ 33
117 最 ４ 33
117 森 １ 33
117 当 ２ 33
117 夜 ２ 33
117 類 ４ 33
123 休 １ 32
123 作 ２ 32
123 待 ３ 32
126 横 ３ 31
126 所 ３ 31
126 朝 ２ 31
129 空 １ 30
129 光 ２ 30
129 消 ３ 30
129 島 ３ 30
133 四 １ 29
133 少 ２ 29
135 好 ４ 28
135 写 ３ 28
135 首 ２ 28
138 愛 ４ 27
138 意 ３ 27
順位  漢字 学年 度数
138 客 ３ 27
138 九 １ 27
138 女 １ 27
138 鳥 ２ 27
138 乳 6 27
138 名 １ 27
146 火 １ 26
146 黒 ２ 26
146 特 ４ 26
149 右 １ 25
149 指 ３ 25
149 世 ３ 25
149 第 ３ 25
149 転 ３ 25
149 土 １ 25
155 花 １ 24
155 開 ３ 24
155 八 １ 24
155 半 ２ 24
159 回 ２ 23
159 急 ３ 23
159 教 ２ 23
159 族 ３ 23
159 変 ４ 23
159 返 ３ 23
159 毛 ２ 23
159 両 ３ 23
167 以 ４ 22
順位  漢字 学年 度数
83 公 ２ 43
83 度 ３ 43
86 育 ３ 41
86 下 １ 41
88 月 １ 40
88 考 ２ 40
88 先 １ 40
88 線 ２ 40
88 用 ２ 40
93 海 ２ 39
93 赤 １ 39
93 摩 常 39
93 遊 ３ 39
97 安 ３ 38
97 駅 ３ 38
97 真 ３ 38
100 体 ２ 37
100 知 ２ 37
100 力 １ 37
103 員 ３ 36
103 会 ２ 36
103 十 １ 36
106 雨 １ 35
106 使 ３ 35
106 親 ２ 35
106 足 １ 35
106 男 １ 35
106 聞 ２ 35
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－20－
順位  漢字 学年 度数
192 信 ４ 18
192 風 ２ 18
192 竜 常 18
199 孫 ４ 17
199 農 ３ 17
199 白 １ 17
202 関 ４ 16
202 起 ３ 16
202 強 ２ 16
202 広 ２ 16
202 江 常 16
202 姿 6 16
202 死 ３ 16
202 七 １ 16
202 終 ３ 16
202 進 ３ 16
202 石 １ 16
202 息 ３ 16
202 置 ４ 16
202 茶 ２ 16
202 通 ２ 16
202 熱 ４ 16
202 鳴 ２ 16
202 流 ３ 16
220 引 ２ 15
220 運 ３ 15
220 学 １ 15
220 具 ３ 15
順位  漢字 学年 度数
220 左 １ 15
220 取 ３ 15
220 送 ３ 15
220 続 ４ 15
220 明 ２ 15
220 友 ２ 15
230 街 ４ 14
230 古 ２ 14
230 歳 常 14
230 飯 ４ 14
230 氷 ３ 14
230 抱 常 14
230 落 ３ 14
237 移 ５ 13
237 景 ４ 13
237 工 ２ 13
237 根 ３ 13
237 深 ３ 13
237 青 １ 13
237 草 １ 13
237 走 ２ 13
237 対 ３ 13
237 池 ２ 13
237 内 ２ 13
237 南 ２ 13
237 弁 ５ 13
237 腕 常 13
251 画 ２ 12
順位  漢字 学年 度数
167 別 ４ 22
169 金 １ 21
169 計 ２ 21
169 者 ３ 21
169 住 ３ 21
169 東 ２ 21
169 不 ４ 21
169 面 ３ 21
176 次 ３ 20
176 重 ３ 20
176 着 ３ 20
176 登 ３ 20
176 匹 常 20
176 必 ４ 20
176 味 ３ 20
176 夕 １ 20
184 猿 常 19
184 夏 ２ 19
184 呼 6 19
184 全 ３ 19
184 台 ２ 19
184 鼻 ３ 19
184 放 ３ 19
184 六 １ 19
192 遠 ２ 18
192 恐 常 18
192 合 ２ 18
192 残 ４ 18
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－21－
課題図書にみる教育漢字
順位  漢字 学年 度数
268 成 ４ 11
268 星 ２ 11
268 題 ３ 11
268 満 ４ 11
284 階 ３ 10
284 慣 ５ 10
284 器 ４ 10
284 胸 6 10
284 形 ２ 10
284 降 6 10
284 坂 ３ 10
284 施 常 10
284 集 ３ 10
284 植 ３ 10
284 身 ３ 10
284 帯 ４ 10
284 昼 ２ 10
284 冬 ２ 10
284 浜 常 10
284 防 ５ 10
284 麻 常 10
284 輸 ５ 10
284 林 １ 10
303 果 ４ 9
303 灰 6 9
303 吸 6 9
303 魚 ２ 9
303 橋 ３ 9
順位  漢字 学年 度数
303 苦 ３ 9
303 穴 6 9
303 験 ４ 9
303 菜 ４ 9
303 雑 ５ 9
303 散 ４ 9
303 仕 ３ 9
303 暑 ３ 9
303 乗 ３ 9
303 窓 6 9
303 束 ４ 9
303 代 ３ 9
303 筒 常 9
303 発 ３ 9
303 反 ３ 9
303 閉 6 9
303 夢 ５ 9
303 冷 ４ 9
326 暗 ３ 8
326 観 ４ 8
326 機 ４ 8
326 原 ２ 8
326 玄 常 8
326 察 ４ 8
326 耳 １ 8
326 図 ２ 8
326 正 １ 8
326 西 ２ 8
順位  漢字 学年 度数
251 界 ３ 12
251 活 ２ 12
251 桜 ５ 12
251 実 ３ 12
251 守 ３ 12
251 種 ４ 12
251 数 ２ 12
251 静 ４ 12
251 設 ５ 12
251 早 １ 12
251 巣 ４ 12
251 無 ４ 12
251 約 ４ 12
251 要 ４ 12
251 理 ２ 12
251 連 ４ 12
268 泣 ４ 11
268 京 ２ 11
268 興 ５ 11
268 決 ３ 11
268 向 ３ 11
268 枝 ５ 11
268 室 ２ 11
268 質 ５ 11
268 週 ２ 11
268 春 ２ 11
268 商 ３ 11
268 情 ５ 11
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－22－
順位  漢字 学年 度数
326 眠 常 8
326 命 ３ 8
326 薬 ３ 8
326 由 ３ 8
358 仮 ５ 7
358 完 ４ 7
358 危 6 7
358 寄 ５ 7
358 結 ４ 7
358 建 ４ 7
358 言 ２ 7
358 幸 ３ 7
358 校 １ 7
358 国 ２ 7
358 込 常 7
358 紙 ２ 7
358 宿 ３ 7
358 書 ２ 7
順位  漢字 学年 度数
358 城 6 7
358 組 ２ 7
358 像 ５ 7
358 増 ５ 7
358 担 6 7
358 張 ５ 7
358 調 ３ 7
358 肉 ２ 7
358 背 6 7
358 美 ３ 7
358 保 ５ 7
358 油 ３ 7
358 予 ３ 7
358 葉 ３ 7
358 涙 常 7
358 老 ４ 7
 
順位  漢字 学年 度数
326 絶 ５ 8
326 袋 常 8
326 仲 ４ 8
326 町 １ 8
326 追 ３ 8
326 伝 ４ 8
326 能 ５ 8
326 売 ２ 8
326 番 ２ 8
326 悲 ３ 8
326 秘 6 8
326 病 ３ 8
326 品 ３ 8
326 暮 6 8
326 妹 ２ 8
326 枚 6 8
326 未 ４ 8
326 密 6 8
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－23－
課題図書にみる教育漢字
５．３　度数順語彙表
順位 語 度数 比率
１ いる 934 31．8
２ する 809 27．6
３ ぼく 372 12．7
４ ジプシー 336 11．4
５ なる 331 11．3
６ こと 323 11．0
７ いう 286 9．7
７ たち 286 9．7
９ くる 268 9．1
10 見る・みる 244 8．3
11 ある 235 8．0
12 お 231 7．9
13 行く・いく 214 7．3
14 オランウータン 194 6．6
15 拓人 193 6．6
16 そう 187 6．4
16 一樹 187 6．4
18 おばあちゃん 167 5．7
19 その 165 5．6
20 わたし 157 5．3
21 エルシー 137 4．7
21 動物 137 4．7
23 エメラルド 124 4．2
24 とき 123 4．2
25 それ 119 4．1
26 くれる 116 4．0
27 一 111 3．8
順位 語 度数 比率
28 ふうちゃん 108 3．7
29 この 107 3．6
29 子犬 107 3．6
31 やる 102 3．5
32 中 100 3．4
33 人 99 3．4
34 ない 98 3．3
35 父さん 94 3．2
36 思う 92 3．1
37 できる 91 3．1
38 日 89 3．0
38 目 89 3．0
40 頭 87 3．0
41 いい 81 2．8
41 母さん 81 2．8
43 顔 80 2．7
44 つく 79 2．7
44 上 79 2．7
46 手 78 2．7
47 わかる 76 2．6
48 おじさん 75 2．6
48 チャッピー 75 2．6
48 何 75 2．6
51 ポピー 74 2．5
52 しまう 73 2．5
52 前 73 2．5
54 声 72 2．5
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－24－
順位 語 度数 比率
55 そして 71 2．4
55 子 71 2．4
55 食べる 71 2．4
55 走る 71 2．4
59 気 69 2．3
60 トカゲ 68 2．3
61 もの 66 2．2
62 箱 64 2．2
63 あげる 63 2．1
63 自分 63 2．1
65 ところ 62 2．1
65 二 62 2．1
67 もう 61 2．1
67 スカイウォーク 61 2．1
67 体 61 2．1
70 すぐ 58 2．0
70 出す 58 2．0
72 見える 57 1．9
72 年 57 1．9
74 出る 56 1．9
75 部屋 54 1．8
76 とても 52 1．8
76 ふたり 52 1．8
76 三 52 1．8
76 子ども 52 1．8
80 家 51 1．7
80 大きな 51 1．7
82 よい 50 1．7
順位 語 度数 比率
82 わたる 50 1．7
82 園 50 1．7
85 木 49 1．7
86 知る 48 1．6
86 置く・おく 48 1．6
88 あの 46 1．6
88 かける 46 1．6
88 ここ 46 1．6
88 持つ・もつ 46 1．6
88 色 46 1．6
88 大きい 46 1．6
94 舎 45 1．5
95 いっしょ 44 1．5
95 これ 44 1．5
95 音 44 1．5
95 飛地 44 1．5
99 さん 43 1．5
99 でも 43 1．5
99 どう 43 1．5
99 また 43 1．5
99 みんな 43 1．5
104 飲む 42 1．4
104 帰る 42 1．4
104 出産 42 1．4
107 公園 41 1．4
107 時間 41 1．4
109 はじめる 40 1．4
109 ばあさん 40 1．4
P05-32.indd   24 2011/12/28   14:44:45
－25－
課題図書にみる教育漢字
順位 語 度数 比率
109 新しい 40 1．4
109 水 40 1．4
109 入る 40 1．4
109 本 40 1．4
115 そんな 39 1．3
115 ろうそく 39 1．3
115 今 39 1．3
115 多摩 39 1．3
115 買う 39 1．3
120 おれ 38 1．3
120 ころ 38 1．3
120 外 38 1．3
120 高い 38 1．3
124 うち 37 1．3
124 タワー 37 1．3
124 作る 37 1．3
124 道 37 1．3
128 あと 36 1．2
128 きっと 36 1．2
128 もらう 36 1．2
131 くらす 35 1．2
131 だれ 35 1．2
131 駅 35 1．2
134 いつも 34 1．2
134 それから 34 1．2
134 ちょっと 34 1．2
134 つける 34 1．2
134 ロープ 34 1．2
順位 語 度数 比率
134 口 34 1．2
134 使う 34 1．2
141 すごい 33 1．1
141 屋 33 1．1
141 考える 33 1．1
141 生まれる 33 1．1
141 待つ 33 1．1
146 ため 32 1．1
146 どこ 32 1．1
146 ふる 32 1．1
146 見つめる 32 1．1
146 飼育 32 1．1
146 店 32 1．1
146 野生 32 1．1
153 いれる 31 1．1
153 たくさん 31 1．1
153 川 31 1．1
153 同じ 31 1．1
153 聞こえる 31 1．1
158 さけぶ 30 1．0
158 しっぽ 30 1．0
158 すぎる 30 1．0
158 まるで 30 1．0
158 アナベル 30 1．0
158 員 30 1．0
158 元気 30 1．0
158 小さい 30 1．0
158 心配 30 1．0
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－26－
順位 語 度数 比率
167 こんな 29 1．0
167 ずっと 29 1．0
167 はなれる 29 1．0
167 ほか 29 1．0
167 まだ 29 1．0
167 もどる 29 1．0
167 心 29 1．0
174 かわいい 28 1．0
174 ひとり 28 1．0
174 ハムスター 28 1．0
174 雨 28 1．0
174 月 28 1．0
174 写真 28 1．0
174 森 28 1．0
174 線路 28 1．0
182 じっと 27 0．9
182 ほう 27 0．9
182 ゆっくり 27 0．9
182 オス 27 0．9
182 ファイヤーバーディー 27 0．9
182 下 27 0．9
182 海 27 0．9
182 間 27 0．9
182 客 27 0．9
182 呼ぶ 27 0．9
182 場所 27 0．9
182 長い 27 0．9
194 MTB 26 0．9
順位 語 度数 比率
194 おまえ 26 0．9
194 わけ 26 0．9
194 メス 26 0．9
194 犬 26 0．9
194 小さな 26 0．9
194 島 26 0．9
194 方 26 0．9
194 遊ぶ 26 0．9
203 とる 25 0．9
203 ねこ 25 0．9
203 ひっこし 25 0．9
203 まま 25 0．9
203 横 25 0．9
203 見つける 25 0．9
203 少し 25 0．9
203 人間 25 0．9
203 先 25 0．9
203 第 25 0．9
203 男 25 0．9
203 分 25 0．9
203 力 25 0．9
216 しれる 24 0．8
216 そこ 24 0．8
216 だめ 24 0．8
216 ちがう 24 0．8
216 グロリア 24 0．8
216 ジュリー 24 0．8
216 夜 24 0．8
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－27－
課題図書にみる教育漢字
順位 語 度数 比率
223 うしろ 23 0．8
223 やつ 23 0．8
223 シーツ 23 0．8
223 教える 23 0．8
223 赤ちゃん 23 0．8
228 いちばん 22 0．7
228 きく 22 0．7
228 わらう 22 0．7
228 メートル 22 0．7
228 楽しい 22 0．7
228 自転車 22 0．7
228 車 22 0．7
228 毎日 22 0．7
228 名前 22 0．7
237 あ 21 0．7
237 お父さん 21 0．7
237 はず 21 0．7
237 ようす 21 0．7
237 わたす 21 0．7
237 家族 21 0．7
237 者 21 0．7
237 場 21 0．7
245 いっぱい 20 0．7
245 しばらく 20 0．7
245 どうして 20 0．7
245 ふく 20 0．7
245 みどり 20 0．7
245 もちろん 20 0．7
順位 語 度数 比率
245 もっと 20 0．7
245 空 20 0．7
245 見せる 20 0．7
245 四 20 0．7
245 首 20 0．7
245 朝 20 0．7
245 電話 20 0．7
245 日本 20 0．7
245 匹 20 0．7
260 あいだ 19 0．6
260 さ 19 0．6
260 すこし 19 0．6
260 ちゃんと 19 0．6
260 よく 19 0．6
260 エミリー 19 0．6
260 サンダーブラック 19 0．6
260 最初 19 0．6
260 時 19 0．6
260 終わる 19 0．6
260 小鳥 19 0．6
260 大 19 0．6
260 電車 19 0．6
260 聞く 19 0．6
260 歩く 19 0．6
275 あう 18 0．6
275 あたえる 18 0．6
275 すごす 18 0．6
275 つかむ 18 0．6
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－28－
順位 語 度数 比率
275 となり 18 0．6
275 ほしい 18 0．6
275 ケーキ 18 0．6
275 プリンセス 18 0．6
275 恐竜 18 0．6
275 話 18 0．6
275 話す 18 0．6
286 あがる 17 0．6
286 いつ 17 0．6
286 いや 17 0．6
286 うれしい 17 0．6
286 おじいさん 17 0．6
286 おとなしい 17 0．6
286 かかる 17 0．6
286 すき 17 0．6
286 すっかり 17 0．6
286 そば 17 0．6
286 とおり 17 0．6
286 なか 17 0．6
286 なかま 17 0．6
286 ら 17 0．6
286 カメ 17 0．6
286 キュー 17 0．6
286 バイク 17 0．6
286 ロッキー 17 0．6
286 五 17 0．6
286 黒い 17 0．6
286 消える 17 0．6
順位 語 度数 比率
286 度 17 0．6
286 放飼 17 0．6
309 いま 16 0．5
309 おなじ 16 0．5
309 おる 16 0．5
309 きれい 16 0．5
309 さっき 16 0．5
309 ねる 16 0．5
309 びっくり 16 0．5
309 まわり 16 0．5
309 やさしい 16 0．5
309 わるい 16 0．5
309 カリマンタン 16 0．5
309 ロード 16 0．5
309 猿 16 0．5
309 気持ち 16 0．5
309 近づく 16 0．5
309 姿 16 0．5
309 飼う 16 0．5
309 切る 16 0．5
309 登る 16 0．5
309 農場 16 0．5
309 母親 16 0．5
309 類人 16 0．5
331 あなた 15 0．5
331 いける 15 0．5
331 おちる 15 0．5
331 おどろく 15 0．5
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順位 語 度数 比率
331 かわる 15 0．5
331 さわる 15 0．5
331 とめる 15 0．5
331 なん 15 0．5
331 なんと 15 0．5
331 むく 15 0．5
331 やって来る 15 0．5
331 やっぱり 15 0．5
331 キキ 15 0．5
331 テーブル 15 0．5
331 安心 15 0．5
331 右手 15 0．5
331 火 15 0．5
331 行動 15 0．5
331 次 15 0．5
331 女 15 0．5
331 食事 15 0．5
331 孫 15 0．5
331 土 15 0．5
331 用意 15 0．5
355 あける 14 0．5
355 おばあさん 14 0．5
355 ごはん 14 0．5
355 さがす 14 0．5
355 そっと 14 0．5
355 ぞうきん 14 0．5
355 たつ 14 0．5
355 たてる 14 0．5
順位 語 度数 比率
355 にいちゃん 14 0．5
355 はじまる 14 0．5
355 はやい 14 0．5
355 まず 14 0．5
355 エリザベス 14 0．5
355 クレメンタイン 14 0．5
355 モリー 14 0．5
355 夏 14 0．5
355 九 14 0．5
355 江ノ電 14 0．5
355 歳 14 0．5
355 初めて 14 0．5
355 足 14 0．5
355 氷 14 0．5
377 あたり 13 0．4
377 おなか 13 0．4
377 がる 13 0．4
377 こっち 13 0．4
377 しかし 13 0．4
377 すむ 13 0．4
377 そうじ 13 0．4
377 それに 13 0．4
377 だいじょうぶ 13 0．4
377 ちゃう 13 0．4
377 つぎ 13 0．4
377 とまる 13 0．4
377 なめる 13 0．4
377 のばす 13 0．4
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377 はじめ 13 0．4
377 ほら 13 0．4
377 ほんと 13 0．4
377 キッチン 13 0．4
377 ハーモニカ 13 0．4
377 一〇 13 0．4
377 遠く 13 0．4
377 楽しむ 13 0．4
377 強い 13 0．4
377 古い 13 0．4
377 後 13 0．4
377 進む 13 0．4
377 生き物 13 0．4
377 池 13 0．4
377 道具 13 0．4
377 道路 13 0．4
377 鼻 13 0．4
377 弁当 13 0．4
377 毛 13 0．4
377 友だち 13 0．4
377 夕方 13 0．4
377 立つ 13 0．4
413 うまい 12 0．4
413 うん 12 0．4
413 えっ 12 0．4
413 かた 12 0．4
413 くらし 12 0．4
413 くん 12 0．4
順位 語 度数 比率
413 こうして 12 0．4
413 こむ 12 0．4
413 さあ 12 0．4
413 すばらしい 12 0．4
413 だから 12 0．4
413 だんだん 12 0．4
413 ちゃん 12 0．4
413 とつぜん 12 0．4
413 どんどん 12 0．4
413 ながめる 12 0．4
413 はいる 12 0．4
413 はるひこ 12 0．4
413 ひとつ 12 0．4
413 むかう 12 0．4
413 むかえる 12 0．4
413 オープン 12 0．4
413 コリー 12 0．4
413 プレゼント 12 0．4
413 ミンピー 12 0．4
413 以上 12 0．4
413 計画 12 0．4
413 五〇 12 0．4
413 行う 12 0．4
413 親子 12 0．4
413 巣 12 0．4
413 台 12 0．4
413 茶色 12 0．4
413 乳 12 0．4
P05-32.indd   30 2011/12/28   14:44:45
－31－
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順位 語 度数 比率
413 白い 12 0．4
413 必要 12 0．4
413 不安 12 0．4
413 風 12 0．4
413 流れる 12 0．4
413 六 12 0．4
453 あく 11 0．4
453 いくら 11 0．4
453 うごく 11 0．4
453 おもしろい 11 0．4
453 けれども 11 0．4
453 こたえる 11 0．4
453 しかも 11 0．4
453 すると 11 0．4
453 すわる 11 0．4
453 せい 11 0．4
453 せなか 11 0．4
453 ぜんぜん 11 0．4
453 そいつ 11 0．4
453 たすける 11 0．4
453 だけど 11 0．4
453 どんな 11 0．4
453 のせる 11 0．4
453 ドア 11 0．4
453 ボルネオ 11 0．4
453 ユリー 11 0．4
453 回 11 0．4
453 広い 11 0．4
順位 語 度数 比率
453 今日 11 0．4
453 指さす 11 0．4
453 枝 11 0．4
453 信じる 11 0．4
453 世界 11 0．4
453 生きる 11 0．4
453 線 11 0．4
453 息 11 0．4
453 変質 11 0．4
453 用 11 0．4
485 いたい 10 0．3
485 うちわ 10 0．3
485 えさ 10 0．3
485 かがやく 10 0．3
485 かなり 10 0．3
485 かみつく 10 0．3
485 ことば 10 0．3
485 ご飯 10 0．3
485 じぶん 10 0．3
485 すがた 10 0．3
485 ずいぶん 10 0．3
485 たんじょう 10 0．3
485 どれ 10 0．3
485 ね 10 0．3
485 のる 10 0．3
485 はじめて 10 0．3
485 ほっと 10 0．3
485 まわす 10 0．3
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485 ものすごい 10 0．3
485 やっと 10 0．3
485 ようやく 10 0．3
485 バス 10 0．3
485 ベッド 10 0．3
485 ペット 10 0．3
485 ミーシャ 10 0．3
485 引く 10 0．3
485 運ぶ 10 0．3
485 花火 10 0．3
485 近く 10 0．3
485 光 10 0．3
485 光る 10 0．3
485 好き 10 0．3
順位 語 度数 比率
485 桜 10 0．3
485 産む 10 0．3
485 施設 10 0．3
485 死ぬ 10 0．3
485 種類 10 0．3
485 新 10 0．3
485 水そう 10 0．3
485 世話 10 0．3
485 早い 10 0．3
485 男の子 10 0．3
485 半 10 0．3
485 半分 10 0．3
485 遊び 10 0．3
485 腕 10 0．3
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新聞の四コマ漫画における言葉の性差・時代差
藤　原　梨　恵
１　研究目的
ほとんどの新聞には四コマ漫画が掲載されている。その多くはある一家が
描かれている。そこには一般家庭の日常を反映した姿が描かれている。つま
りは、その中に、一般的な日本人の言語生活が見られると考えられる。
そこで、新聞の四コマ漫画を通して、家族間の言葉について、表現の違い
や、時代による違いを明らかにしたいと考えた。それによって、日本の一般
家庭における日常の言語生活の一端を明らかにできると考えたからである。
糸井通浩（1989）に、
日本語では、男女差や成人・子供（老若）の差や職業によることばの
違い、また上下関係による待遇表現による違いなどが、語彙・文体に反
映していて、いちいちの会話の主を明示しなくても、会話の主の違いが
区別できるということがあって、会話だけが連続していても日本語では
一向理解に支障をきたさない。
とあるように、日本語は登場人物の年齢やキャラクターによって話し方に特
徴が見られる。このことは、日常生活を描く四コマ漫画の世界も例外ではな
い。そこで、特に、女性と男性の言葉の違い・同性の登場人物の中での世代
別の話し方の違い・時代での違いなど、これまで日本語における位相として
取り上げられてきた問題を、新聞の四コマ漫画を対象にして考察したいと考
えた。
それらの特徴を分析、考察することによって、新聞の四コマ漫画の世界で
は、社会の変化に伴って家族の言葉がどう変化しているのかについても明ら
かにしたい。
なお、以下に両漫画の主な登場人物を紹介しておく。そのデータには、フ
リー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』を参考にした。
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『サザエさん』
フグ田サザエ　福岡県生まれの磯野家の長女。この漫画の主人公。
磯野カツオ　磯野家の長男で小学生。かもめ第三小学校５年３組。
磯野ワカメ　磯野家の次女。原作漫画では最終的に小学１年生で７歳の
設定だがアニメでは小学３年生。
磯野波平　　磯野家の大黒柱で、３姉弟の父。年齢は54歳。職業はサラ
リーマン（事務職）。
磯野フネ　　波平の妻。 
フグ田マスオ　サザエと結婚したサラリーマン。
フグ田タラオ　サザエとマスオの長男。
『コボちゃん』
田畑小穂　たんぽぽ幼稚園に通う５歳児で、この漫画の主人公。明るく
元気な性格。
田畑早苗　コボの母親で専業主婦。両親と同居している。
田畑耕二　コボの父親でサラリーマン。一家でサナエの両親と同居して
いるため、入り婿ではないが少々肩身が狭い。
山川岩夫　サナエの父親でありコボの祖父。ミネの夫。職はなく年金暮
らし。
山川ミネ　サナエの母親でありコボの祖母。岩夫の妻。専業主婦のベテ
ラン。
２　調査対象と研究方法
新聞の四コマ漫画について研究する上で、『サザエさん』と『コボちゃん』
を比較することにした。『サザエさん』は、テレビアニメも放送され、誰も
が知る有名な漫画である。『コボちゃん』は読売新聞に掲載されており、そ
の作品はあらゆる世代の多くの人に読まれていると考えられる。
この２つの漫画の共通点として、家族を中心に日常的なことが描かれ、時
代を反映した物語であるという点がある。この２つを比較することで、家族
の世代による言葉の男女差を研究することができると考える。家族の世代に
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よる言葉の男女差とは、『サザエさん』と『コボちゃん』の２つの家族を、
ワカメとコボ（子供）、サザエとサナエ（母）、マスオとコウジ（父）、フネ
とミネ（祖母）、ナミヘイとイワオ（祖父）というように比較し、世代毎の
特徴を見出したいということである。
また、『サザエさん』は昭和20年代～30年代、『コボちゃん』は昭和50年代
～平成の時代に描かれている。このように異なる時代に描かれた漫画を比較
することで、時代による漫画の言葉の変化も見られると考えられる。
研究を進めるにあたっては、次のような手順で行った。
⑴　言葉の男女差、漫画の言葉に関する先行研究の文献を調査・整理する。
⑵　『コボちゃん』（読売新聞）、『サザエさん』（朝日新聞）の登場人物の台
詞を抜き出す。
⑶　抜き出した台詞を Excel に入力し、各台詞に対して、文末、人称詞、敬
語、感嘆詞、内容などに着目し、分類または特徴を記述する。
⑷　データの台詞を男女差、世代差、時代差などの視点から比較し、考察・
分析する。
２つの新聞四コマ漫画はコミックとしてまとめられ出版されている。そこ
で、調査対象として、『サザエさん』は長谷川町子『サザエさん』（1994、朝
日新聞社）から５、15、25、34、45巻を選び、『コボちゃん』は植田まさし『コ
ボちゃん』（1982、蒼鷹社）から５、15、28、33、43巻を選んだ。それらから、
比較する登場人物の台詞をすべて抜き出した。
３　世代別の対比
ここでは、『サザエさん』と『コボちゃん』について、世代別に比較した
ものを並べる。比較の視点は、文末表現・人称詞・その他の特徴である。
３－１　子供世代
『サザエさん』の子供世代には、カツオとワカメかいるが、ここではワカ
メを代表として扱う。一方、『コボちゃん』では主人公のコボが子供世代に
該当する。ワカメとコボの台詞について、文末表現・人称詞・その他の特徴
P33-58.indd   35 2011/12/28   10:21:12
－36－
という視点から整理した結果を次の表１に挙げる。
表１　子供世代の台詞の比較
ワカメ（『サザエさん』） コボ（『コボちゃん』）
?
?
?
?
?
?
?
・肯定文では「よ」が多い。
その他「ね、の、わ、か、さ」。
・疑問文は様々で特徴はない。
・肯定文では「よ、だよ」が多い。
その他「の、か、な」。
・疑問文はほとんど「の？」
?
?
?
?
?
自称詞：５巻では「あたい」、15巻以
降では「あたし」。
対称詞：「お父さん、母さん、お母さ
ん、おねえさん、おにいちゃん」
自称詞：「ボク」
対称詞：「ママ、パパ、おばあちゃん、
おじいちゃん」
?
??
?
??
?
・内容は遊びや学校に関することが
多い。
・あいづちは「うん」が多い。
・「ワーン、アーン、ウワー」などの
言葉で感情を表現し、音を伸ばす
傾向がある。
・内容は、遊びに関することが多い。
・あいづちは「うん」が多い。
・「ワー、アー、ねー、ヒャー」や「だ
い！、てばー、だってば！」など
の子供らしい表現も多い。また、
「よォ、よーォ、だよォ、だよーォ、
のにィ」など、最後に「ォ、ィ」
とのばすことも多い。
両者の共通点
ワカメもコボも、家庭ではムード
メーカー的な存在で、よく冗談を言っ
て笑わせている。家庭の中で潤滑油の
ような役割を担っている。思ったこと
をそのまま口に出し、家族を笑わせる。
大人なら言うのをためらうような表現
もあり、子供は、周りの目を気にせず
に思ったことを口に出し、家族を笑わ
せるという役割が感じられる。
表２　子供世代の文末表現
ワカメ コボ
よ　　23（19．3） よ　　30（ 7．3）
の　　 ９（ 7．6） だよ　20（ 4．9）
ね　　 ８（ 6．7） ね　　19（ 4．7）
わ　　 ３（ 2．5） な　　12（ 2．9）
わよ　 ２（ 1．7） か　　11（ 2．7）
だね　 ６（ 1．5）
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文末表現では、ワカメとコボは、男女という性差があるものの、「よ、ね」
の数が両方多い。特に「だよ、だね」というやわらかい言い方が多い特徴が
ある。使われている文末表現を多い順に挙げると、上の表２のようになる
（カッコ内は％）。
また、次の例のような、「ワーイ、アーン」などの感動詞で気持ちを表す
ことがよく見られる。
「ワーン　つれてってよー」（『サザエさん』５巻）
「アーンアーン　一ばんすきだからとっといたんだー」
（『サザエさん』５巻）
「ねーおもちゃかってーねーねー」（『コボちゃん』５巻）
「ワーイ　プリン！」（『コボちゃん』15巻）
「あーん血吸われたー」（『コボちゃん』33巻）
このように気持ちを感動詞で表すのは、子供ならではのものである。子供
は素直で、自分の感じたことを、正直に気を使うことなく表現する。漫画の
世界において、家族の中心となって家族と関わっていることが分かる。
その他、「ハイ」といったかしこまった表現はなく、「ワー、アー、ねー、
ヒャー」などの子供らしい表現がいろいろなバリエーションで出てくる。
なお、ワカメとコボは男女で異なるが、コボには男言葉と思われる、「ぞ、
ぜ」などはほとんど使うことがなく、子供らしい甘えた言い方が多い。言葉
の男女差というより、小さい子供独特の表現が多く、男言葉と女言葉の両方
が混ざっているような印象を受ける。
子供世代の特徴として「だい！、てばー、だってば！」などの子供特有の
言葉を使うことが挙げられる。また、「よォ、よーォ、だよォ、だよーォ、
のにィ」などのように、最後に「ォ、ィ」とのばすことも多い。
両者の相違点
人称詞については、ワカメが、５巻で「あたい」という今ではほとんど聞
くことがない自称詞を使っている。しかし、15巻以降では「あたし」となっ
ている。ワカメは、５巻ではまだ学校に行っていないようだったが、15巻で
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は学校に通っている。５巻と15巻の間に成長しているため、言葉遣いも少し
変わってきている。自称詞はワカメの成長に合わせて変化させた可能性と、
時代の変化に合わせて変化させた可能性が考えられる。
コボは、自分のことを「ボク」という。「オレ」という言葉は全く出てこ
ない。家族を描く中で、やはりコボは家庭の中での子供という大きな役割を
担っているので、子供らしさを表現するために、「オレ」ではなく、子供ら
しい「ボク」が使用されていると考えられる。
また、両親のことを『サザエさん』では「お父さん、お母さん」、『コボちゃ
ん』では、「パパ、ママ」と呼ぶ。２つの漫画のうち、古い方の『サザエさん』
（昭和20～30年代）では、「パパ、ママ」というような呼び方はしなかった（た
だ５巻に２回だけサザエが父親のことを「パパ」と呼ぶ台詞がある。それ以
降は「お父さん」と呼んでいるが、サザエは若いので最新の流行にのりたい
ために「パパ」と言っていたと考えることもできる）。
それに対して、『コボちゃん』では、最初から「パパ、ママ」と呼んでおり、
違う時代に描かれたために、両親の呼称が異なるのであろう。
『サザエさん』と『コボちゃん』での両親の呼び方の違いは、作者の考え
によるものが大きいとは思うが、それ以外の事実として、時代の古いサザエ
さんの時は、まだ「パパ、ママ」という呼び方はあまり浸透しておらず、一
般的ではなかったことも影響していると思われる。
また、「パパ、ママ」と「お父さん、お母さん」については、「パパ、ママ」
の方が、甘えた言い方にも聞こえる。ワカメは、３人兄弟で、さらにはタラ
ちゃんという自分より年下の子供がいる家庭で過ごすのに対して、コボちゃ
んは一人っ子という環境で過ごす。この違いも、両親への呼び方の違いに関
係している可能性もある。
四コマ漫画というあらゆる世代に読まれ、時代を反映するものにおいて、
両親の呼び方が異なるというのは興味深い。
３－２　母世代
次に『サザエさん』での母世代であるサザエと『コボちゃん』での母世代
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であるサナエの台詞について取り上げる。文末表現・人称詞・その他の特徴
という視点から整理した結果を次の表３に挙げる。
表３　母世代の台詞の比較
サザエ（『サザエさん』） サナエ（『コボちゃん』）
?
?
?
?
?
?
?
・肯定文では、「よ」が多い。
その他に「わ、の、よ、ね、かしら、
か」。
・疑問文では「の？」が多い。「です
の？」など敬語調もみられる。
その他「かしら？」。
・肯定文では「よ」が多い。
その他に「の、わ、かしら、か、な」。
・疑問文は「の？」が多い。
その他「かしら？」。
?
?
?
?
?
自称詞：家族内では「あたし」、パー
ト先では「あたくし・わたくし」。
対称詞：夫に「あなた」、父親に「パ
パ（初期の頃）、お父さん」、母親に「お
母さん」、弟と妹に「カツオ、ワカメ」、
子供に「タラちゃん・坊や」。
自称詞：「私。あたし」、子供に「ママ」。
対称詞：夫に「アナタ」、父親に「お
父さん」、子供に「コボちゃん・あん
た」。
?
??
?
??
?
・内容は、特に目立った特徴はない。
・あいづちは「はい、はーい」など。「あ
ら、まあ」が多い。
・文末表現はワカメと似ているが、
音を伸ばすことはあまりしない。
・敬語は、５巻では他人だけでなく、
家族にも使っている。15巻以降で
は、家族にはあまり使わず、他人
に使っている。
・内容は、食べ物、家事関係、特に
食事に関することが多い。
・あいづちは、「ハイ、エエ」が多く、
「ウン」という表現はない。「まあ、
あら」が頻出している。
・敬語は、主に子供に指示や注意を
する時、近所の人や夫に話す時、
たまに丁寧語を使う。
・「だよ」という文末はなかった。
また、その他の特徴として気付いたことに、『コボちゃん』28巻から、サ
ナエが息子のコボに対して教育する言葉が他の家族よりも多く見られること
がある。例えば、「ほうれんそうもたべなさい！！」と好き嫌いを注意したり
（ｐ14）、すごろくをする場面でさいころをいくつかふって「はい　たしてい
くつ？」と聞いたり（ｐ75）、時計を指さしながら「何時？」とコボちゃん
に聞いたり（ｐ94）している。
『サザエさん』では教育的な台詞はあまり見られない。サザエの子供はタ
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ラオだが、テレビアニメの設定とは違ってタラオがかなり幼く、そのため台
詞もかなり少ない。子供に対して教育的なことを言う場面もほとんど見られ
ない。ただ、年の離れた兄弟に対してはよく叱っている。それでも、兄弟に
勉強を教えるという場面は見られなかった。
親がちょっとした計算を教えたり、日常的なマナーを教えたりする台詞が
多いかどうかは、子供の年齢によって異なるであろう。『コボちゃん』の子
供世代であるコボは、幼稚園児であり、こうした年齢の子供の親は、小学校
に入る前に少しでも勉強させようと考える。その一方、『サザエさん』の子
供世代のタラオはかなり幼くて勉強を教えるにはまだ早いし、ワカメとカツ
オは小学生であるため、親が教えるというより学校で勉強するというスタン
スになっていると考えられる。
さらに、時代の違いも関係している可能性がある。今の時代では教育ママ
という言葉もあるように、幼いころから子供に勉強を教えたり、習い事に通
わせたりする。現在に近い時代に描かれている『コボちゃん』は、貧乏では
ないものの一般家庭を描いているため、習い事までは行っていないが、皆に
遅れないように勉強させようと考えている可能性が高い。それに対して時代
の古い『サザエさん』では、子供は勉強も大事だが、遊ぶことも大事という
考えが大いにあったと考えられる。しつけの台詞が多いかどうかも、漫画が
描かれた時代などによって変わってくるのだと考えられる。
両者の共通点
母は、子供のしつけをしたり、家事
をしたり、家の中で中心的に動いてい
る人物である。文末表現では「わ、の、
よ、ね」など、女性らしい言葉が祖母
に比べて多いという特徴がある。女性
ならではの言葉が多く出てくることは、
家族を描く中で、若い女性である面を
表現するためであると思われる。
表４　母世代の文末表現
サザエ サナエ
よ　　66（12．9） よ　　69（16．0）
ね　　32（ 6．3） の　　41（ 9．5）
わ　　31（ 6．1） ね　　32（ 7．4）
の　　30（ 5．9） わね　22（ 5．1）
か　　18（ 3．5） わ　　14（ 3．3）
わよ　14（ 2．7）
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文末表現を多い順に挙げたものが上の表４である（カッコ内は％）。どち
らも「よ」が最も多い。また、順位は違うがほぼ同じような助詞を使ってい
る。
子供に対してしつけをするという面からか、両者ともに「～なさい」「～
いけません」などが多い。夫である男性の台詞や、同じ女性である祖母の台
詞を見ても、これほど丁寧語が出てこない。その事実と考え合わせると、や
はりしつけをするという役割から丁寧語が多く使用されることになったと思
われる。子供をしつける際に、「ね、だね」などのやさしい言葉遣いをして
いても子供は言うことを聞かない。やさしい母でありながらも、丁寧語とい
う、ある意味厳しい口調で話すことが必要だと考えられる。
人称詞については、子供に対して「ちゃん付け」で呼ぶという共通点があ
る。これは、母親はやさしく、子供の世話をするという考えがあってのこと
だと思われる。
内容的には、食事や裁縫など家事に関することが多い。両者ともに、専業
主婦という設定のため、これは納得できることである。ただ、『コボちゃん』
は、『サザエさん』と違って、女性の社会進出が盛んになった時代の作品で
ある。しかし、それでも台詞の内容が、食べ物、家事関係のことが多いなど
の事実から、「女は家で家事をして、男は外で働く」というような男女の性
別役割意識の存在が確認できる。最近は、女性も社会進出し、働きに出ると
いう考えが広がってきたものの、まだまだ残っている、女性が家事をすると
いう世間の考えがおおいに反映されていると思われる。
両者の相違点
サザエは、パートに出ている時期もあり、家庭以外に活動の場がある場面
もある。その時期の特徴として、パート先の夫婦にはずっと敬語を使ってい
る。今では使わないような言葉も出てくる。例えば、次のような例である。
「おかえりあそばせ」（34巻）
「ぶようじんだから棚にしまったのをおもいだしましたのホホホ」（34巻）
「いってらっしゃいまし」（34巻）
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「おフロのそうじもとっといてあげました」（34巻）
「おかえりあそばせ」 、「いってらっしゃいまし」などは現在ではほとんど
使わない表現である。昔の言葉が随所に出てくるのも社会や時代を反映して
いる新聞の四コマ漫画ならではのものであると考えられる。
また、サザエはカツオを叱っていることが多い。まだ子供が幼いというこ
ともあるが、年の離れた兄弟のしつけをするという役割も担っている。おっ
ちょこちょいという設定でもあり、漫画の主人公であるからこそ、母親の特
徴である「優しく、家事をし、家を守り、女らしい」という特徴に加え、「明
るくおっちょこちょい」という特徴も加えられているのだと考えられる。
人称詞については、『サザエさん』では、「あたくし、わたくし」という現
在では日常ではあまり使わない言葉が使われている。
『コボちゃん』では、子供に対して「あんた」という言葉がたまに出てくる。
例えば、次のようにである。
「アンタ芸能レポーターになれるわね」（５巻）。
他方『コボちゃん』では「あんた」という言葉が出てくるが、「あんた」
という言葉にはマイナスのイメージがあるように感じられる。コボちゃんの
場合は、例に挙げたように子供に対していわゆるツッコミを入れたりすると
きに言うようである。コボちゃんの母親だけの特徴として、コボちゃんの冗
談に対してよくつっこんだりするが、そういうところから「あんた」という
言葉が出てくるのであろう。『サザエさん』では、つっこむというよりも叱っ
ているというイメージが大きい。『コボちゃん』では、親子で冗談を言い合っ
ているという印象を受ける。
この違いは、家庭によって違う可能性も考えられるが、やはり親子間の上
下関係がとても厳しいという時代から、上下関係はあるものの言いたいこと
は言うという関係の時代へと変化してきたためだと考える。
３－３　父世代
『サザエさん』の父世代はマスオであり、『コボちゃん』の父世代はコウジ
である。この両者の台詞について、文末表現・人称詞・その他の特徴という
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視点から整理した。その結果を、次の表５に挙げる。
表５　父世代の台詞の比較
マスオ（『サザエさん』） コウジ（『コボちゃん』）
?
?
?
?
?
?
?
・肯定文は「よ、な」が多い。
その他「ね、の、か、さ、ぞ」。
・疑問文は「の？ろう？」などが多い。
・肯定文は「か、な」が多い。
その他「よ、ね、の、さ、ぞ」。
・疑問文は「か」が多い。
その他「ない？だい？だろ？」。
?
?
?
?
?
自称詞：「ボク」
対称詞：妻に「お前、サザエ」、義父
に「お父さん」、カツオに「カツオ君」、
子供に「タラちゃん」
自称詞：「ボク」、子供に「パパ」。
対称詞：妻に「サナエ、キミ」、義父
に「お父さん」、子供に「コボ」。
?
??
?
??
?
・内容は、仕事に関することもある
がばらばらである。
・あいづちは、「ハア、ええ」など。「ホ
ウ、ああ、いや」もよく使う。
・義父母に敬語を使うが、妻には使
わない。「だ、だろう」などもあるが、
「ぜ、ぞ」はない。
・内容は、仕事に関することが多く、
家庭と会社が出てくる。
・あいづちは、「はい、イヤ、エエ」
などかしこまった言葉が多い。
・「よーし、わ！、チキショー！！」
も出てくる。「だ、だよ、だろ」が
多い。「ぜ」はなく、「ぞ」も一度
だけ。敬語をよく使い、義父母に
は丁寧語を話す。
両者の共通点
父は、平日は会社に行っており、家
の中では少し立場が弱いという共通点
がある。義理の父母と一緒に暮らして
いるためか敬語が多く、義父母に話す
ときは敬語である。
使われている文末表現を多い順に挙
げると、右の表６のようになる（カッ
コ内は %）。
表６　父世代の文末表現
マスオ コウジ
な　　19（9．4） な　　45（12．8）
よ　　18（8．9） か　　32（ 9．1）
か　　14（6．9） ね　　26（ 7．4）
だよ　 ９（4．5） の　　15（ 4．3）
ぞ　　 ８（4．0） よ　　11（ 3．1）
ね　　 ６（3．0） だよ　10（ 2．8）
ぞ　　 ８（ 2．3）
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表６を見ると、「な、か」が多いが、「よ、ね」も使っている。「よ、ね」
は子供世代でも母世代でも多かったもので、特に「ね」は優しい印象を与え
るので、大人の男性は使わないかのように思われることがある。しかし、こ
の結果からは、「ね」も決して使わないわけではないことが分かる。また、
逆に「な、か」は女性では少なかったので、男性がよく言う言葉だと言える。
妻や子供に対しては、敬体の「です」ではなく、「だよ」や「だろ」のよ
うな男言葉を使う。人称詞については、自称詞は「ボク」で、妻に対しては
「名前の呼び捨て」、義父に対しては「お父さん」という共通点がある。
自称詞は「ボク」である。男性が使う自称詞には代表的なものとして「オ
レ、ボク」があるが、比較しているこれらの漫画では両方「ボク」である。「ボ
ク」が使われるのは、婿入りという、言うなれば気を遣う立場にいるためだ
と考えられる。「オレ」というのは、気が強く、偉そうなイメージがあり、
謙虚な姿勢が必要な立場では似合わない。男性の自称詞については、金水敏
（2007）に、
大雑把な観察であるが、1950年代くらいまでの少年マンガでは、主人
公は概ね「ぼく」を使用し、「おれ」を用いるのは、悪玉、不良、田舎者、
子分等、ヒーロー性の薄い登場人物に偏っていた。また「ぼく」を使用
する主人公の人格は、知恵と勇気と正義感に溢れた理想主義的な人物で、
明治時代の「書生」的男子像を引きずっていたと思われる。
とある。これは、少年マンガのヒーロー像に焦点を当てたものではあったが、
「ぼく」という自称詞が「おれ」に比べると、強さを強調しない言い方だと
いうことが分かる。「ボク」は婿入りの立場であるために使用された自称詞
だと考えられる。
両者の相違点
人称詞については、『サザエさん』では、妻に対して「お前」と呼ぶこと
があり、子供に対しては「ちゃん付け」で呼んでいる。『コボちゃん』では、
妻に対して「キミ」と呼ぶことがあり、子供に対しては「名前の呼び捨て」
で呼んでいる。
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「お前、キミ」というのは、男性から女性に使うことはあっても、女性か
ら男性に使うことはあまりない言葉である。特に「お前」は、上からの立場
から言う言葉のようなイメージがある。時代の古い『サザエさん』の時に使
われており、男性が上位だという時代の考えを反映し、男女の立場の違いか
ら生じた言葉であると思われる。それに対して、「キミ」は「お前」ほど上
下関係を意識させない。『サザエさん』の「お前」から『コボちゃん』の「キ
ミ」への変化は、時代の流れを感じさせるものだと言える。
子供に対しては、『サザエさん』では「ちゃん付け」、『コボちゃん』では「呼
び捨て」になっている。この違いはどこから来るのかよくわからない。現在
の家族で考えると、自分の子供は呼び捨てにすることが多いと思う。『サザ
エさん』の方は気が弱く、『コボちゃん』の方はちょっと気が強く男らしい
という設定で、ちゃん付けかどうかが異なっているという可能性もある。
３－４　祖母世代
『サザエさん』の祖母世代はフネ、『コボちゃん』の祖母世代はミネである。
両者の台詞について、文末表現・人称詞・その他の特徴という視点から整理
した結果を次の表７に挙げる。
表７　祖母世代の台詞の比較
フネ（『サザエさん』） ミネ（『コボちゃん』）
?
?
?
?
?
?
?
・肯定文は「ね」が多い。
その他「よ、の、わ、かしら、か」。
・疑問文は「の？」など。
・肯定文は「よ」が多い。
その他「の、わ、かしら、か、な、さ」。
「こと」もある。
・疑問文は「の？」が多い。
その他に「かしら？」がある。
?
?
?
?
?
自称詞：「私」
対称詞：夫に「あなた、お父さん」、
子供に「サザエ、カツオ、ワカメ、
お前」で、稀にさんづけで呼ぶ。
自称詞：「私」、孫に「おばあちゃん」
対称詞：夫に「アナタ」、子供や母に
「サナエ」、孫に「コボちゃん」。
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フネ（『サザエさん』） ミネ（『コボちゃん』）
?
??
?
??
?
・内容は、食べ物や家事に関するこ
とが多い。
・あいづちは「いや、そうそう」な
どが多い。
・夫に丁寧語だけでなく「おっしゃ
る」という尊敬語も使い、よく敬
語を使う。他の家族に使うことも
ある。
・ 「アラ」に加えて、「オヤ、コレ」
なども使う。
・内容は、食べ物に関することが多い。
・あいづちは、「イエ、エエ」などの
かしこまった言葉が多い。
・よく丁寧語が出ており、特に、夫
に丁寧語を使っている。「あら、ま
あ」が多く、「これ」という年配が
よく使う表現がある。
両者の共通点
祖母は、家族をやさしく見守り、母と一緒に家の中のことを仕切っていく
存在である。
文末表現では、女性らしい言葉に加えて、年配の方の話し方の特徴も出て
くる。「よ」などよりも「ね」が多く、「だね、だよ、～しておやり、こと、
これ」という年配の人特有の言葉遣いもある。母世代と似ているが、「だよ、
だね、かね」といった表現はおばあちゃん特有のものであると感じられる。
これは、年を重ねることで、言い方もやさしく変化したものだと考えられる。
使われている文末表現を多い順に挙
げると、右の表８のようになる（カッ
コ内は %）。
どちらも「ね、よ、の」がベスト３
で共通している。この３語は、子供世
代のワカメ、母世代のサザエとサナエ
にも多かったもので、女性が好んで使
う終助詞ということができそうである。
人称詞については、自称詞は「私」、
夫に対しては「あなた」、子供に対しては「名前の呼び捨て」という共通点
表８　祖母世代の文末表現
フネ ミネ
ね　　14（13．3） よ　　25（ 8．5）
よ　　12（11．4） の　　25（ 8．5）
の　　 ９（ 8．6） ね　　24（ 8．2）
わ　　 ９（ 8．6） わね　16（ 5．4）
か　　 ６（ 5．7） わ　　10（ 3．4）
だね　 ５（ 4．8） な　　 ８（ 2．7）
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がある。母親のサザエやサナエと比較すると同じ女性であるのに、「あたし」
などをほとんど使わない。「あたし」というのは、少し幼い言い方であり、
年配の人は使いにくいためと考えられる。
祖母の大きな特徴として母親世代と比較すると、夫に対してよく敬語を
使っている。敬語（丁寧語）で話しているのは、世代の違いによるものと考
えられる。さらに、祖父に比べると登場回数が少なく、孫と一緒に遊ぶとい
うことも少ない。
両者の相違点
『サザエさん』の祖母世代であるフネは、よく娘であるサザエを注意する。
カツオに対して怒るのは、サザエの方が多い。夫に対して、「おっしゃる」「お
かえりなさいませ」など丁寧語だけでなく、尊敬語・謙譲語も使う。
『コボちゃん』の祖母世代のミネは、夫に対して丁寧語で話すことはあるが、
尊敬語・謙譲語を話すことはほとんどなく、敬語を使うこと自体が『サザエ
さん』に比べて少ない。そして、祖父に対してよくつっこんでいる。さらに、
「コボちゃん」の母同様、虫が苦手だと分かる場面も多く出てくる。「サザエ
さん」の母、祖母の登場場面では虫が苦手という描写は出てこない。昔の女
性は強く、虫ごときで男性に頼らず、家のことは女性が何とかするという考
えがあったからだと思う。
『サザエさん』と比較すると、『コボちゃん』の祖母のほうが台詞の数も多
い。女性も陰に隠れていないでどんどん前に出ていくべきという時代の変化
によって女性の登場回数が増えたのか、作者の考えなどの漫画による違いな
のかは疑問である。
人称詞については、『サザエさん』では、夫に対して「あなた」に加えて「お
父さん」と呼び、子供に対して「名前の呼び捨て」に加えて「お前」と呼ぶ。
『コボちゃん』では、孫に対しては「ちゃん付け」である。（ただサザエさん
の方では孫を呼ぶ場面が出てこなかったため分からない。）
夫に対する呼び方について、『サザエさん』では「あなた、お父さん」で、『コ
ボちゃん』は「あなた」のみである。『サザエさん』の方では、祖父の威厳
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というものが存分に表現されているが、『コボちゃん』の方は、祖父は威厳
もあるが祖母とほぼ同等の立場のような描き方がされている。そのような点
から、『サザエさん』では夫であると同時に一家の主というような視点もあり、
「お父さん」と呼ぶのだと思う。『コボちゃん』の方は、夫としてという側面
が強く「あなた」という呼び方のみだと考えられる。
孫に対しての呼び方は、「ちゃん付け」である（コボちゃんのみ）。祖母と
いうのは、孫をやさしく見守るというイメージがあり、呼び捨てにはしない
と考えられる。
『サザエさん』では、子供（孫は除く）に対して「お前」と呼ぶことがある。
『コボちゃん』では、「お前」と呼ぶことは一度もない。「お前」という言葉は、
上から言っている印象がある。親が子供に対して言うのは構わない。『サザ
エさん』だけに見られるのは、祖母が家を守るという役割が『コボちゃん』
の頃よりも大きかったためだと思う。
『サザエさん』では、孫に対してサザエのことを話すときに「ママ」とい
うが、『サザエさん』の時代においても赤ん坊の頃は「ママ」と呼んでいた
のだろう。
また、『サザエさん』より『コボちゃん』の方がおばあちゃんらしい表現
が少ないという特徴もある。これは、『サザエさん』では祖母の家を守り、
家全体を管理するという役割が大きかったが、『コボちゃん』では、一人の
女性としての立場が大きくなったためだとも考えられる。
３－５　祖父世代
『サザエさん』の祖父世代はナミヘイ、『コボちゃん』の祖父世代はイワオ
である。両者の台詞について、文末表現・人称詞・その他の特徴という視点
から整理した結果を次の表９に挙げる。
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表９　祖母世代の台詞の比較
ナミヘイ（『サザエさん』） イワオ（『コボちゃん』）
?
?
?
?
?
?
?
・肯定文は「か、な」が多い。
その他「よ、ね、さ、ぞ、わい」。
・疑問文は「ない？だ？」など
・肯定文は「か、な」が多い。
その他「よ、ね、の、さ、ぞ」。
「ぞ」、「おい」も出てきた。
・疑問文は「か？だ？」など。
?
?
?
?
?
自称詞：「わし」、子供に「お父さん」
対称詞：妻に「母さん」、子供に「サ
ザエ、カツオ、ワカメ」。
自称詞：「わし、わたし、わしゃ」
対称詞：妻に「おまえ」、婿に「コウ
ジくん」、娘に「サナエ、おまえ」、
孫に「コボ」。
?
??
?
??
?
・内容は仕事などさまざま。
・あいづちは、「いえ、うん」など。「オ
ヤ、おお」も。
・近所の人や他人に敬語を使うが、
家族に使うことはない。
・内容は、さまざま。
・あいづちは「ああ、そう」など。
「ホー、オイ、こら、ありゃ」など
を使い、「ホー、ホウ」が多い。また、
「かねェ」をよく使う。
・近所の人や客にのみ敬語を使うが、
家族に使うことはない。
両者の共通点
祖父は、家の中でも威厳があり、えらそうな感じがする存在である。
使われている文末表現を多い順に挙
げると、右の表10のようになる（カッ
コ内は %）。
両方とも「か、な」が多い。男性に
多い言葉であり、男性らしい強い言い
方が多い。話し方において、父世代よ
り男言葉をよく使っているようだ。
「ホー、オイ、オヤ」など、年配の方
に多い表現もよく使用していると感じ
られる。これらは、一家の主だという威厳からくるものだと思う。
表10　祖父世代の文末表現
ナミヘイ イワオ
か　　22（ 9．5） な　　94（15．9）
な　　20（ 8．8） か　　60（10．2）
よ　　 ７（ 3．1） だよ　21（ 3．6）
ね　　 ４（ 1．8） ね　　21（ 3．6）
かね　 ３（ 1．3） よ　　14（ 2．4）
だよ　 ３（ 1．3） ぞ　　 ４（ 2．4）
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人称詞については、自称詞は同じ男性であっても父世代とは違う「わし」、
子供に対しては「名前の呼び捨て」で呼ぶという共通点がある。「わし」な
ど年配の方の話し方の特徴が出ている。
自称詞については、もし、祖父が「ボク」と言っていたら頼りないと感じ
られる。また、「オレ」と言っていたら、がさつに感じられる。年配の人な
らではの「ワシ」ということで、威厳も感じられる。
また、女性は家庭に居るべきというような古い考えを持っている共通点も
ある。例えば、『サザエさん』の５巻で「ウンもうすぐごはんにしてくれ」
というナミヘイの台詞があり、食事などの家事は家にいる女性に任せている
ことがうかがえる。『コボちゃん』の33巻でも、イワオが「お昼はサンドイッ
チにしよう」とミネに提案し、ミネが買い物に行ってくるというのに対して、
冷蔵庫の中にあるものでチョイチョイと作れないのかと言い合う場面がある。
イワオが作るということは決してなく、ミネが作るのを待っているのがわか
る。家事などは女性がするもので、男性はあまり手を出さないという考えが
伝わってくるのである。
両者の相違点
『サザエさん』では、厳格な祖父というイメージが大きい。孫と祖父が遊
ぶという場面はほとんど出てこない。他方、『コボちゃん』では、孫と祖父
がよく遊んでいる場面が出てくる。
この違いは、『サザエさん』のナミヘイは働きに出ているという設定であり、
『コボちゃん』のイワオは働いていないという違いから生じるものだとも考
えられる。しかし、それなら休日に遊ぶという場面が出てきてもいいものだ
が、それもほとんど出てこない。そこから、『サザエさん』の時代では、子
育ては女性に任せるという風潮があったためだという考えも成り立ちそうで
ある。
人称詞については、両者とも妻に対して、名前で呼ぶことはないが、妻に
対しては、『サザエさん』では「母さん」、『コボちゃん』では「お前」となっ
ている。『サザエさん』では、祖母のところにも書いたように、祖母が家を
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守るという役割が『コボちゃん』の頃よりも大きかったはずだ。一家の「お
母さん」という気持ちから「母さん」になっていると思われる。『コボちゃん』
では、祖父と祖母が同等の立場でありながらも、威厳を守るため「お前」と
呼んでいると思われる。
孫に対しての呼び方だが、サザエさんの方では例が取れなかった。タラちゃ
んが小さいということもあり、あまり登場しないため絡みがないのだと思わ
れる。コボちゃんの方は、孫に対しては「名前の呼び捨て」である。やさし
いというよりも、威厳のあるおじいちゃんであり、一緒に遊ぶ父親のような
役割もあって、「名前の呼び捨て」なのだと思われる。
４　祖父母世代の変化－『サザエさん』から『コボちゃん』へ
前章では、登場人物の言葉遣いを世代別に比較して、共通点と相違点につ
いて考えられることがらを述べた。そこから最も変化した世代は「祖父母世
代」だと強く認識された。そこで、ここでは「祖父母世代」に的を絞って時
代的な変化、特に祖母世代の祖父世代に対する態度や言葉について分析する。
以下、「敬語の変化（敬語レベルの変化）」「祖母の発言回数の変化」「祖母
の夫に対する態度」の３点から考える。
４－１　敬語の変化（敬語レベルの変化）
前章で述べたように、祖母というのは、家族をやさしく見守る存在である。
家全体を見守っているという印象が強い。祖母の大きな特徴として母世代と
比較すると、自分の夫に対してよく敬語を使っていると挙げたが、この敬語
の使い方にも『サザエさん』と『コボちゃん』で違いが見られる。時代の古
い『サザエさん』の方が、夫に対して敬語のレベルが高いのである。
敬語を使った台詞の例を挙げると、次のようなものが見られた。
『サザエさん』
祖母（子供に対して）「お父さんがなんておっしゃるかね」（５巻）
祖母（マスオ、ナミヘイに対して）「カツオのしゅくだいがはかどらな
いから野球のナイターみるの、とうぶんやめてくださらない」（25巻）
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祖母（夫のナミヘイが何か手伝おうと言っていることに対して）「かえっ
て手がかかりますからやめていただきます」（25巻）
祖母（夫のナミヘイに対して）「どんなふゆかいなことがありました
の？」（34巻）
『コボちゃん』
祖母（夫のイワオに対して）「すごいいきおいでにげていきましたよ」（５巻）
祖母（夫のイワオに対して）「アナタ！なんですかはしたない！」（５巻）
祖母（夫のイワオに対して）「あなたやっぱりとりあげてくださいな」（15巻）
祖母（夫のイワオに対して）「あなたお茶が入りましたよ」（43巻）
これらの例から、敬語といっても『サザエさん』の祖母は、丁寧語だけで
なく、尊敬語、謙譲語も多く使用していることが分かる。言葉、特に敬語の
面からは、祖母が祖父をとても敬っていることが分かる。この『サザエさん』
の特徴と比較して、『コボちゃん』では、丁寧語はあるものの、尊敬語、謙
譲語が使われていない。『コボちゃん』では、夫に対して敬語の中でも丁寧
語が圧倒的に多く、敬語を使うこと自体も『サザエさん』に比べて少ないの
である。
４－２　登場回数の変化
それぞれの登場人物の台詞の数の多い順番は、それぞれ
『サザエさん』
母（サザエ）【511】・祖父（ナミヘイ）【227】・父（マスオ）【202】・子
供（ワカメ）【119】・祖母（フネ）【105】
『コボちゃん』
祖父（イワオ）【591】・母（サナエ）【430】・子供（コボ）【407】・父（コ
ウジ）【351】・祖母（ミネ）【294】
であった。【　】内は台詞の数である。
祖父世代を比較すると、『サザエさん』では２位、『コボちゃん』では１位
である。母世代は『サザエさん』では１位、『コボちゃん』では２位である。
この結果から、家庭の中で祖父世代は威厳があり、一家の主としていろいろ
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なことを決断するため台詞の数が多くなるとも考えられる。また、母世代は、
家事や子供との関わりなど中心となって動いているために発言が多くなるの
であろう。
他方、父世代は３位と５位で、母世代に比べて発言回数が少ない。父世代
は働き盛りであり、平日は会社に行っている設定であるため、家庭の日常生
活を描いているこの２つの漫画では、発言回数は減ってしまうのだと考える。
そして、どちらの漫画でも一番台詞が少ないのは祖母世代である。祖母世
代は、ずっと家にいて家事などをしているのに、なぜ台詞が少ないのか。こ
れは、祖母世代の役割がほぼ母世代と重なっていることや、特に『サザエさ
ん』の時代では、女性はあまり目立って行動しないという考えが反映されて
いるからだと考える。
ただ、３－４でも述べたように、『サザエさん』と比較すると、『コボちゃ
ん』の祖母世代の方が台詞の数が多い。時代の変化によって女性の発言回数
が増えたのか、漫画による違いなのかは簡単に結論づけることはできない。
しかし、『サザエさん』の祖母世代はどちらかというと、夫の影に隠れており、
自分を主張するようなことは少ない。それに対して、『コボちゃん』の祖母
世代は家族と積極的に関わり、外に出かけたり、夫に対して怒ったりなど、
家庭を守るという役割以外でも、多く登場している。このような祖母世代の
登場シーンの変化によって、発言回数も多くなっているのだと考える。
４－３　祖母の夫に対する態度
この祖母の祖父世代に対する態度は、４－１の敬語の変化（敬語レベルの
変化）と、深く関係していると思われる。
例えば、自分の夫が何か手伝おうと言っていることに対して、『サザエさ
ん』と『コボちゃん』で、祖母世代の断り方にとても大きな違いが見られる。
敬語でも例に挙げたが、『サザエさん』で、ナミヘイが何か手伝おうと言っ
ていることに対してのその妻の台詞、
「かえって手がかかりますからやめていただきます」（25巻）
であった。それに対して、『コボちゃん』では、祖父世代イワオがちらし寿
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司を作るのを手伝おうかと言うのに対しての妻ナミの台詞
「いい　うるさいから」（43巻）
であった。両者はほぼ同じ内容なのにもかかわらず、夫に対する言い方とし
て『サザエさん』と『コボちゃん』にかなりの違いがみられる。ここからも、
祖母世代の夫に対する態度が変化していることが認められる。
また、『コボちゃん』の43巻のｐ75の中で、祖父がお茶漬けを食べたいと
言うのに対して、祖母は年とったら胃に負担になるという理由で食べさせな
い。『サザエさん』では、どちらかというと祖母が自分の夫に従うことが多く、
夫がすることを否定することは少ない。
さらに、『コボちゃん』の祖母は、孫や娘よりも自分の夫に対してよく怒っ
たり、自分の夫のすることに対してよくツッコんだりしている。『サザエさ
ん』では、基本的に母（サザエさん）が弟や妹を叱ることが多く、祖母もそ
んなに怒ることは少ないが、自分の夫に対して怒るということはない。
以上の３点から、『サザエさん』の祖父母の夫婦に比べて、『コボちゃん』
の祖父母の夫婦の方が、祖母の存在が大きいと感じられるのである。祖母が
自分の夫に対して言いたいことを、よく言っていると感じられる。この２つ
の漫画の比較によって、祖父母の関係が時代とともにかなり変化しているこ
とがよくわかる。
５　まとめ
それぞれの世代について整理し、祖父母世代においてどんな変化があった
のかをまとめた。２つの新聞の四コマ漫画を比較し、家族間の男女の言葉に
ついて、表現の違いや時代による違いについて見てきた。
人称詞は、登場人物それぞれの年齢や家族の中での立場によって、変えら
れている。その人称詞によって登場人物が特徴づけられ、キャラクターが作
られる。時代によっても違うものである。新聞の四コマ漫画において、人称
詞というのは大きな役割を担っている。
子供・母・父の世代では、あまり違いが見られなかったが、祖父母世代に
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大きな変化があると感じられた。このまとめでは、なぜ祖父母世代の祖母と
祖父の関係特に立場の変化が起こったのかについて述べる。この変化の原因
として、主に３つのことが考えられると思う。その３つとは、
①　経済説
②　時代差説
③　主人公説
である。
①　経済説
これは、祖父が働きに出てお金を稼いできているのかどうか、その違いに
よって祖父母世代の立場の変化があったと考えるものである。
『サザエさん』では、祖父は働きに出ており、『コボちゃん』では職はなく
働きには出ていない。「金の切れ目が縁の切れ目」とまで言われるぐらい、
家庭において男性がお金を稼いでくることは、かなり重要視される。『サザ
エさん』の祖父のナミヘイは、働きに出ているため、家族から大事にされ立
場が大きいと考えられる。それに対して、『コボちゃん』の祖父のイワオは、
働きに出ておらず、職もなく、ずっと家にいるため、ナミヘイほど、威厳が
ないとも考えられる。
一般的に、男性が家にいるとだらだらしているだけで邪魔と言われること
も少なくない。『コボちゃん』５巻の中でも、「アナタっていったんコタツに
はいるとぜったい出ようとしないのね」という祖母の祖父に対する台詞もあ
る。しかし、『コボちゃん』の祖父がいつも家でだらだらしているという感
じはあまり感じられない。ただ、家の中では祖母は家事などをして働いてお
り、祖父がずっと家にいて働いていないことも、祖母の立場が大きくなる要
因と考えられる。
②　時代説
これは、２つの漫画が違う時代に描かれ、その漫画が描かれた時代背景や
現実の一般家庭を反映して、祖父母世代の立場の変化があったと考えるもの
である。
女性は男性に従うのが当たり前とされていた時代から、女性と男性の立場
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が対等であるべきという社会的な変化に伴って、変化したのだと考える。時
代の古い『サザエさん』の時代では、男性が立場的にも優位にあり、女性は
控えめであるべきという風潮があった。『サザエさん』の祖母はその時代の
典型的な女性の象徴であり、夫を否定することなどほとんどなかった。
女性の言葉の特徴を「敬語や間接的な表現を多用すればするほど、女性的
に聞こえる、ということがある」（金水敏（2007））と言っているように、『サ
ザエさん』の祖母であるフネは、敬語を使う回数も多く、夫を立てる古典的
な女性というイメージが強い。
それに対して、『コボちゃん』の時代は、だんだん女性の立場が強くなっ
てきており、丁寧語は使うものの、男性に対して意見を言うようになってい
る。漫画の中でもそのような描写がある。
例えば、『コボちゃん』５巻で、祖母が祖父に「どうしようかしら町内会
の役員にならないかっていわれてるの」と聞くのに対して、祖父は「よせよ
せ、そういうことは男にまかせておけばいいんだ」と答える。またそれに対
して祖母は「そういう考えはふるいわ！」というのである。
女性も積極的に社会に参加したり、いろんなことをしたりする権利がある
という社会的な背景を反映した形で、祖母が祖父に色々ツッコんだり、怒っ
たりするようになったと考える。
③　主人公説
これは主人公が母と子供という違いによって、祖父母世代の立場に変化が
あったと考えるものである。
『サザエさん』では母であるサザエが主人公であり、『コボちゃん』では子
供であるコボが主人公である。この２つの漫画は主人公が違う世代であると
いう大きな違いがある。
『サザエさん』では、やはり主人公のサザエが最も目立つ人物であり、『コ
ボちゃん』では主人公のコボが最も目立つ人物である。サザエからの視点か
ら、祖父母世代を見ると、厳格な父と優しい母という見方がされる。コボの
視点から祖父母世代を見ると、厳しいがよく遊んでくれる優しい祖父と色々
なことを教えてくれる優しい祖母という見方がされていると思う。一般的に、
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祖父母というのは、自分の子供には厳しくしっかり育てるのに対して、孫に
対しては甘くなり、よく遊んであげるという傾向が考えられる。
このような主人公の世代が異なるという点から、祖母の祖父に対する描か
れ方が変わったとも考えることができる。主人公が同じ世代であれば、違う
描かれ方がされていたかもしれない。
また、祖父母世代は変化があったのに対して、なぜ父母世代は変化が見ら
れないのかという疑問も残る。２つの漫画とも、父は母の両親と暮らしてい
るため、父の威厳というものはあまりなく、どちらかというと気が弱く、気
を使っている。『サザエさん』でも『コボちゃん』でも母は父の陰に隠れる
という感じではない。これもやはり、主人公の設定に関わりがあると考える。
時代の古い『サザエさん』では、祖母が祖父を立てて、夫の威厳を大事に
している。そんな時代ではあるが、主人公であるサザエが祖母のように夫の
陰に隠れてあまり登場しないようでは、物語が成り立たない。主人公が母と
いう設定だからこそ、母と夫の関係がほぼ対等に描かれているのだと考える。
『コボちゃん』の時代では、だんだん女性と男性の差別をなくし、女性の立
場が強くなっている。そんな時代に描かれた夫婦は、やはり、夫に対して言
いたいことは言うという女性への考えが背景にあるのだと思う。
新聞の四コマ漫画は、あらゆる世代に読まれることを意識し、さらには時
代を反映して描かれている。社会の変化に伴って家族の関係も変わり、漫画
の内容に伴い、言葉も変化している。
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